












































































































全体の防災力の向上を図ることが期待される.最後に，第 5章，第 6章，第 7章で得られた成果を統括
的に考察し，小学校を中核とする防災教育効果の構造化を行った.
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Percent of Total Percent of Max. Number 
Country 
Area Exposed Population Exposed ofHazards 
Taiwan 73.1 73.1 4 
Costa Rica 36.8 41.1 4 
Vanuatu 28.8 20.5 3 
Philippines 22.3 36.4 5 
Guatemala 21.3 40.8 5 



































地震名 兵庫県南部地震 1) 鳥取県西部地媛 2) 宮城県北部を 十勝沖地震4) 新潟県中越地震 5)
東北地方
震源、とする地震 3) 太平洋沖地震 6)
発生年月日 1995年 i月 17日 2000年 10月6臼 2003年 7月 26S 2003年9月26日 2004年 10.Fl23日 2011年 3月 I S 
発生時間 5時 46分 13時 30分 0時 13分頃 4時 50分頃 17時 56分 14時 46分
震央地名 淡路島 鳥取県西部 宮城県北部 針iI路沖 新潟県中越地方 一陸沖
震源の深さ 16km I km 約 12km 約 42km 13 km 24 km 
規模(マグニチュード) 7.3 7.3 5.6 8.0 6.8 9.0 
最大震度 7 6 5主 6 8~ 6 8~ 7 7 
人 死者・行方不明者(人) 6，436 。 。 フ 59 20，960 
自ワ 負 重傷者(人) 10，683 39 51 69 636 
被 {祭 6，194 
害 者 軽傷者(人) 33，109 143 626 780 4，169 
{主
全壊(棟) 104，906 435 1.276 116 3，175 129，391 
受区
半壊(榛) 144，274 3，101 3，809 368 13，772 265，096 
一部破損(棟) 263，702 18，544 10，976 1，580 104.666 743，298 
手ド 公共建物(棟) 865 254 19 23 20，283 
{主
受R その他(棟) 3，983 2，943 6.472 56 37，645 
ブロック塀等(笛所) 1，480 。 。
出 建物火災(件) 261 。 フ
)<. 
{牛 車両火災({牛) 9 (危険物)0 (危換物)0 (危険物)2 
330 




審 t員 半焼(棟) 69 
区 部分焼(棟) 238 
分 ぼや(棟) 103 
焼損床面積 (m') 834，663 
資料
1)2003 'F 12 Y1 25 Iヨ総務省、治防庁発表:1995年阪神・淡路大震災について(第 107$fi)， http://www.fdma.go.jp/html/infor/07117 HanshinJ ishin I 07 .pdfより
む2002年 10月 10日総務省消防庁発表 2000年鳥取県西部地震(確定報)， http://wwwJdma.gojp/bnJdata/O 104092821581 02964.pdfより
3)2004年 3月30日総務省消防庁発表・宮城県北部を震源、とする地震(確定報)， ht1p://www泊ma.go.jp/html/infor/H160330Miyagihokubue.pdfより
4)2004年 3月 31日総務省消防庁発表 20∞Oω3年十勝t沖中←地震(確定報)， h加1刊巾t口tp://八w毛v刊F明ww.f(他d小ma沿a.g伊ojp/凶 凡加ht叫 m凶n叫1叶l/in口 f~ぬ、or/Hl6ω0331Toka俗ωcl凶hiし‘Jis
5勺)20∞06年 2月O引l日総総:務省I消街防庁発表 :2却O∞Oω4年新i潟烏L県宗黒C中越地震(第 7初O報)， http://www.e-college.fdma.go.jp/searcl印dfl02ぺ.pdfより




















































つある.国際連合教育科学文化機関 (UNESCO) と国際防災戦略事務局 (ISDR)が学校における防災教








成 24年 1月 30日)J 12)によれば， 2011年度末現在，災害時に防災拠点となる公共施設のうち，約 6割
を学校施設が占めていると共に，耐震化が最も進んでいることがわかる(図 1・1・3，表 1・1・3). 学校施設
は災害時の避難所として重要な役割を担うことが窺える.実際，過去の大規模地震等に際して，多くの
学校施設が応急避難場所に利用され，地域住民を大量に収容する能力が認識されてきた.例えば， 1995 
年の阪神・淡路大震災においてピーク時 (1995年 l月 23日)には，避難所数は約千箇所以上，避難者数
約31万7，000人に達した.このうち，約5"-'7害IJが学校施設となり，最大時には 18万人を受け入れた 13)，14)
また， 2011年の東日本大震災では，最大時 (2011年 3月 17日)には，応急避難場所となった学校施設

















公共施設 耐震率(0/0) 公共施設 耐震率(%)
1.社会福祉施設 75.1 6.診療施設 77.4 
2.文教施設(校舎，体育館) 83.7 7.警察本部，警察署等 76.2 
3.庁舎 67.0 8.消防本部，消防署所 78.8 










































第 2章「防災教育に関する施策と最近の動向j では， 日本は自然災害の多発する環境を有し，防災に
対する関心の高まりに呼応して多様な防災対策が取り組んできた. 日本戦後から現在に至る災害妨止の
経緯の中で，災害を契機とした防災に関連する法令・制度の変遷を時系列的に概観し，ハード対策とソ








































































































































































































地・被災者への緊急支援， 3.学校における教育活動等への支援， 4.教育施設の復旧・復興への支援， 5. 
























年 主な災害 政府・審議会等の動向 防災教育関連事項
1995年 阪神・淡路大 文部科学省:r学校等の防災体 防災教育の充実に検討必要性/日頃から防災上必
震災 制の充実に関する調査研究協 要な安全教育や避難訓練等の徹底/防災教育のカ





















る専門調査会 J ラ員又凡4 2i皇E で災害時の行動を身につける
(200517126) 















2009年 「学校保健法j が「学校保健 学校において，児童生徒の身の回りに起こり得る





2011年 東日本大震災 文部科学省:r東日本大震災の 東日本大震災の被害を踏まえ，学校施設の津波対
























中教審第 150 : r学校安全の 本審議会は， 2011年 9月 22日に文部科学大臣か
推進に関する計画の策定につ ら「学校安全の推進に関する計画の策定につい










































年 施策 学校紡災体制 学校防災教育 避難所として学校の整備 の充実 防災機能の強化
①学校等の防災体制の充実に関する認
1995 

































防災教膏内容 避難訓練実践 教職員指導 地域と連携した推進体制
5反 ①②文部科学 -防災教育のね -災害時に安全 -教職員に対 -家庭，地域の関係機関等と
神・淡 省: らいや重点の に避難できる態 する教職員用 も連携した妨災教育・避難訪|
路大 学校等のi坊災 明確化 度や能力を体得 指導資料の作 練について実践的調査研究
震災 体制の充実 -学校教育課程 し，防災教育の 成や研修の充 の推進
検討 (第一次報 に位置付け，教 指導内容につい 実 -開かれた学校づくりー地域ぐ
告，第二次報 育活動全体を て実践的に理解 -応急処置の るみの防災教育の推進






















災害 ③総務省消防 -防災・危機管 -防災・危機管
被害 庁: 理教育標準カ 理教育における
を軽 防災・危機管 リキュラム 実践的な訓練手
減す 理教育のあり 備えるべき Y去
る国 方に関する調 知識・能力に応 実践的な災害
民連 査懇談会報告 じた具体的な 対応力を高める


















④文部科学 -持続的な関心 . r担い手J， • s方災教育の「つなぎ手Jと
省: を持たせ，自発 「つなぎ手j して，学校や地域以外の関係
防災教育支援 的かっ能動的 等の人材を育 者との人的なネットワーク
に関する懇談 な取り組みを 成する.学校 を構築するための場づくり.
会中間とり 促す.地域住民 の教職員等や 防災科学技術の研究成果等






















東日 ⑥⑦文部科学 -主体的に行動 -災害時の避難 -組織的な教 -学校を拠点とした防災教育
本大 省: する態度を育 方法を体験的に 職員研修，体 プログラムを地域住民と協
震災 東日本大震災 成する防災教 学ぶ機会を設け 制づくり 働して実施
検討 を受けた防災 育の推進.教育 る -想定を超え -地域と連携した体制を作り
教育・!坊災管 手法の開発・普 -作成したマニ た場合の行動 出していくためには，防災だ
理等に関する 及 ュアルを実際に や対応を可能 けでなく他イベントと組み
有識者会議 -紡災教育の指 言1練で運用し， とすることを 合わせる工夫
(中間とりま 導時間の確保 改善していく 目指して指導
とめ，最終報 -児童の発達段 -避難場所，避 する必要性
























東京都において死者数は合計 658人，行方不明者は 75人に上った 22) (表 2-2-1).そのうち，死者及び行
方不明者が最も多かったのは宮城県であり 特に石巻市立大川小学校で、は 全校児童の約 7害IJにあたる
74名の児童たちと 10名の教職員が津波被害により死亡・行方不明となった 23) なお，今回の震災におい
て人的被害の中で学校施設の鰐壊等に起因する死亡報告はないことから，津波による被害が主要因であ
ったことが指摘されている 24)，25)




園児 児童 生徒 学生 教職員 計
岩手県 10 17 63 1 9 110 23 
宮城県 70 167 157 41 24 459 42 
福島県 4 24 50 6 3 87 10 
東京都 。 。 。 。 2 2 。
計 84 208 270 58 38 658 75 
文献 22)に基づき，筆者作成
学校において物的被害については，東日本の広範にわたり多くの学校施設で被害が発生した.全国の




一因として指摘される報道もある 28)，29) 2010年の時点では約 3害IJの学校施設については耐震性が確保さ
れていないため 全国の学校施設の耐震化をより一層的に推進させることが必要であると考えられる.
また，今回は天井，照明器具，外壁材など非構造部材の落下により致命的な事故が生じた(栃木県内
中学校，九段会館などの実例) 30)，31) 今年 4月に文部科学省が全国の公立小中学校における天井や照明























































地方 都道府県 学校防災関連資料 教材・冊子 実態調査



















地方 埼玉祭 骨学校防災マニュアル (2011/09) 安全教育指導資料
曲学校における地震防災マニュアル (2012/03) -地震に備えて (1997) 第 l回防災教育
千葉県 -備えれば憂いなし 調査 (2011110)(2008/03， 2009103) 第2回防災教育
調査 (2012/02)




中部 石川県 @学校安全指針 (2011/08)
地方 福井県 × 
山梨県 骨学校防災計画作成指針 (2012/03)














京都府 骨いのちを守る f知恵j をはぐくむために
近畿 ~学校における安全教育の手引





















































































































































a) 防災訓練の実施回数 b) 地震を想定した避難訓練の内容
図2-3-2 防災訓練の実施状況(小学校， N=256校)
文献39)に基づき筆者作成
地区 学校数 火災に関わる訓練(%) 地震に関わる訓練(%) その他の訓練(%)
北海道・東北地区 112 108 (96.4%) 98 (87.5%) 1 (0.9%) 
関東地区 145 141 (97.2%) 135 (93.1%) 1 (0.7%) 
中部地区 125 119 (95.2%) 119 (95.2%) 1 (0.8%) 
関西地区 78 75 (96.2%) 65 (83.3%) 2 (2.6%) 
中国・呂田地区 72 72 (100%) 50 (69.4%) ー
九州・沖縄地区 95 91 (95.8%) 53 (55.8%) 2 (2.1%) 
東京+神奈川i十静陪 68 65 (95.6%) 67 (98.5%) 開




分類 実施内容 兵塵県(%) 静隠県(%) 千葉県(%)
①起震車体験 - 12 9.7 
災害体験
②疑似火災体験(煙ハウス体験など) 閉儒 20 14.3 
③DIG又は学校周辺危険箇所マップづくり ・ー. 9 .ー
④防災講話 ・ー. 34 暢闘
⑤避難訓練 98.9 99 97.1 
⑥災害時要援護者避難支援訓練 23.8 ー -
⑦初期消火訓練，放水訓練 52.9 27 18.2 
対応行動 ③AED又は心肺蘇生法の講習 52.4 幽・. -・.
⑨応急手当・搬送訓練 23.5 13 ・ー.
⑬救出救助 ・ー. 16 7.9 
⑪児童生徒引き渡し訓練 44 69 52.2 
避難所運営
⑫炊き出し訓練 8.1 4 l.9 
⑬避難所開設・運営訓練 8 4 1.4 
⑬情報伝達訓練 39.3 68 .ー
情報伝達 ⑬災害用伝言ダイヤル -・. 周回 幽ー
⑬緊急地震速報を活用した訓練 -・- 10 14.4 
防災ゲーム ⑫クロスロード又は避難所運営ゲームHUG - -幽

































実施されているが， 消防署の参加が45%あること 密児・児童・生徒の保護者への引き渡し醐輯覇軍軍 21.8
区毎による下校訓緩輯盟覇軍 20.7
を除き，保護者，地域住民，地域防災組織等との 負傷者の救出活動慌出や応急手当訓練盟 5





































































































































































































































































































































































































































柄谷ら9)，伊村ら iO)，仲谷ら li)，後藤ら 12)は，学校防災教育において何を教えればいいのか，防災教育
の必要な要素に関して教材内容や副読本から防災知識要素について抽出・検討した研究が散見される.




























































































































































































































































































































































































































































































































織原ら 115)は，山形県内各市町村，中高学生 中高教員や小学校を対-象に， 2008年山形地震流言に対す
る認知度の定量化を試みた.地震流言が発生した原因は，山形県が地震空白域になっている意識や山形
盆地断層帯の長期評価が一部見直されたことと推測した r噂の伝播については，インターネットの普及
により県内の広範屈に及ぶことが確認できたが， r口コミ j を基本とした人から人への伝搬が大きな役割
を果たしていたと指摘した.また，噂が広まる中心世代は小中高生が多いため，情報を適切に扱う能力
を養うための教育の充実が求められる.

















































































識及び行動に及ぼす影響について，これまでの研究(片田ら 5)，熊谷ら 6)，吉岡ら 7)，安倍ら 8)，沼尻ら















































































































， 、ー 回 目由ーーーーーーー由同国ーー 回ー 目白目ー ー四ーーーー---
図4-1-1 小学校を中核とする防災教育効果の概念モデル











-防災学習状況 + -保護者への -防災行動意図
伝達状況





















































































































4. 3. 2 対象地域選定
本研究では， i地域防災スクールモデ、ノレ事業Jが展開される足立区千寿双葉小学校と江戸川区大杉東小
学校を対象とする(密 4-3-2).表 4-3-1の第 6回東京都の地震に関する地域危険度測定調査結果 24)によれ
ば，千寿双葉小学校の通学区域で、は，建物倒壊危険度は 4以上，火災危険度は 4以上，総合危険度はい


















学校名 通学区域 建物倒壊危険度 火災危険度 総会危険度
ランク j順位 ランク 1填位 ランク 1漠位
干住大JlI町 5 41 5 30 5 14 
足立区 千住寿町 5 6 5 72 5 15 
干寿双葉小学校 千住冗町 4 122 4 99 5 49 
干住柳町 5 14 5 15 5 5 
一之江1丁目 フ 1431 2 2568 2 2033 
西一之江1Tf3 3 832 2977 2 1917 
江戸川区 西一之江2丁目 2 1246 3442 2 2434 
大杉東小学校 西一之江3丁目 「コ 667 フ 2620 2 1589 
西一之江4丁目 3 629 2 2148 2 1261 









































































5. 1. 1 防災教育実施概要
本研究の対象地域とする東京都千寿双葉小学校は， 2009年 4月から 2010年 3月まで 1年間にわたり地
域防災スクールモデ、ル事業が展開された.表 5幽1・1~こ，千寿双葉小学校の 1 年間を通した防災教育のフ。ロ
グラムスケジュールと実施内容を示す.本研究では，地域住民を巻き込んだ取り組みである，親子防災



























































調査 調査① 調査② 調査③
実施日程 2009/6/13 2009111/8 2009112/15 
防災教育 親子防災教室I 親子防災教室I 総合紡災訓練|
失v 児童 150人 200人 100人
カ日 保護者 165人 200人 80人
対
町会住民 50人 50人 600人
象
配布・回収方法 現場配布一郵送回収
配布票数 115 140 450 
有効票数 50 49 53 
(2)設問内容













































0% 20% 40% 60% 80% 100% 


























と「そう思うJを f肯定的j に，それ以外の選択肢を「その他j として再構成している.


















0% 20% 40% 60% 80% 100% 。% 20% 40% 60% 80% 100% 
盟盟輯盟盟盟盟盟盟瞳醒瞳31
盟盟盟醒臨画盟盟蝿睡盟蝿闇|





















-肯定的 口その他 .肯定的 ロその他






































































図5-2-6に調査毎に家庭内のハード対策 (A-1"'-'A-3)とソフト対策 (B-1"'- 8-5)の個別の実施率を示し，
より具体的に家庭内での防災対策の実施状況を検討する.調査①，②，③で最も実施率が高いのは fB-4







o 20 40 60 80 100% o 20 40 60 80 100% o 20 40 60 80 100 % 
A・1覇軍腫瞳盟 41:1; A-1 
A・2 62;2 A司2
A-3盟盟 21U A-3 
8-1家族との話し合い 8・1 8-1 
8・2避難場所の確認 8-2 8-2 
8-3家の酎震診断 8・3 8-3 
8-4火災保験加入 15.6 8-4 93.8 8・4






























災教室 1&11に参加した者(1&11)，調査③の回答者のうち親子防災教室 1&11ならびに総合妨災訓練 IIに
参加した者(I&II&III)，を対象として参加履歴を重ねることによる横断的に分析した.
















各自認査毎分析 全員一致のため，分析なし {I&II， Iのみ} {I創 I&IlI，IIのみ}
={23，26} ={9，41} 















臨醐輯盟盟関盟輯盟盟瞳 6 I 
3 
江E確確率検定:p~.05* 



































災訓練 11のみに参加した場合は27%であるが，防災教育 I&II&IIlに継続して参加した場合には 78%に上
昇し，有意な差が認められる.












の割合は，調査①の親子防災教室 Iに参加した場合で 8%しか占めていないが，調査②の親子防災教室 I&II
に参加した場合では 26%に有意に増加することが認められる.また参考値ではあるが，調査③の防災教




























。% 20% 40% 60% 80% 100% 
?????
っ① I(N=6)





















































oo/c。 60% 80% 100% 
: I(N=45) 画園田園田園園属国層圏盟国富
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I(N=45) 園田 :一一 一一
(g) : 1&II(N=23)一一一一一一 lA . 三24匂 「 i 正確確率検定 1Pくoot*料
出 j言語(参考)③:I&II&III(N= 9)一一一一一四一e 
~ (1) : HN=45) 田園圃圃闇聞園田
}を凶 ② :-I&II(N=21 )四国園田園田園甲型自喧曹押『回2野脳 | 正確確率検定 ;p<.OO~***
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各自調査毎の参加履歴の対象属性構成(図 5-4-1) と地域への貢献意向(図 5-3-8)や地域防災意識(図
5-3-9) を比較しながら，両者の関連性を検討する.調査②では，保護者の割合は，親子紡災教室 Iのみ
に参加した場合より親子防災教室 i泌&1口I に参加した場合は多く 9卯0%を超えている(~窓










覇醒盟盟盟醒置盟輯盟富田 1 I 
















結果となっている(図 5ふ 9). これは，調査①の親子防災教室 iに参加した場合に比べ，調査②の親子防
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100% 80% 60% 40% 20% 
?????
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
に対する意識に作用してしまう結果であると考えられる.


















? ? ? ? ? ? ? ? ?
??????

























一一-• ••• _.-.~ 
a肯定的 口その他
各国調査問・対象属性別 地域防災意識図5-4-7






























































































ることを目的として， 5， 6年生の学校公開日を兼ねて 2コマの授業時間に防災教育を実施した.実施内
容については， 1コマ目は，東京大学地震研究所の専門家先生を招き， I地震のゆれの秘密Jを題目とし





































































































































(v)地域コミュニティ 地域活動や情報に対する関心 。 。





(vi)今後防災活動 他人に参加経験について伝達意図 。 。























































察される.回答者の年齢構成については 両調査とも回答者の年齢分布が類似しており 20~30 代が 4





































-今回のような防災イベントに親子で参加するのは何回目ですか. {初めて， 2回目， 3回目， 4回13，










分析では，参加回数の選択肢について， 1初めてJ12回目Jを 1~2 回J に， 13回目J14回目j を 13










0% 20% 40% 60% 80% 100% 
-参加 ロ無参加






(Fisher正確確率検定:p<.001料水) (Mann-Whitney U : 104， Z=-3.750， p<.OOl ***) 
図6-2-1 各防災教育への保護者の参加状況 図6-2-2 各調査別 親子防災活動の参加回数
















































ている r防災学習発表会j の場合に比べ， r防災講習会Jにおいて親子関係に対する「肯定的j の割合
が低調となっている.この原因として考えられるのは，防災教育への保護者の参加が少数であることで
あろう(図 6-2ぺ). 
























図6-2-4 調査⑤ 「紡災講習会j を受けた
児童様子の変化状況






































輔輯輯輔輯盟輯輯輯轟撞 6 I 
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忌圃園田園田園醐 30 I 
圏園田園画面圃 28 I 
iFisher正確確率検定:jp=.743! 
園田園田園田園田園田nl圃圃園田園田園田園田 16 I 
13 
Fisher平確確率検定:;p=.682! 
田園園田伊圃園田園田園田園 14 I 































受けるのに対し 6学年は地震講義を受けてから起震車体験を行うこととなり， 5， 6年生が地震講義と
起震車体験を受ける)1演序が異なることに少なからず影響されるのではなし1かと推察される.
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調査⑤では， r I坊災講習会j について児童が保護者への伝達状況について，児童による伝達頻度と伝達
内容を尋ねた.この設問における設問文と回答方法を以下に示す.なお，各設問への回答方法について































? ? ? ?
図6-3-2 児童による伝達内容 CN=68，M.A.) 


























100% 80% 60% 40% 20% 0% 
肯定的CN=55)
その他CN=27)
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

















Z=-2.555， 555.5， U (Mann働Whitney検定
図6-3-3
100% 80% 60% 40% 20% 0% 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?肯定的(N=48)
その他(N=20)

























































0% 20% 40% 60% 80% 100% 
-保護者のf家庭訪災行動意思j肯定的 ロその他
(Kruskal Wallis検定 :χ2寸 .873，df=3， p=.271) 
図6-3-7 児童による伝達頻度別
保護者の家庭防災行動意図
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
Ee 2 掛話題する(N=20)
曲棋E尽巾唱 話題せず(N=48)







































件に関する分析は，調査④の 39サンプノレと調査⑤の 92サンフ。ルを統合し，計 131サンフ。ルを用いて分
析する.
なお，後述の分析において用いる設問内容は以下のように示すと共に，各設問への回答方法について













































































100% 80% 60% 40% 20% 0% 
??????????肯定的CN=50)
その他CN=17)
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7. 1. 1 対象地域概要


















地震に関する地域危険度 千住大川町 千住寿町 千住元町
1展位 41 6 建物倒壊危険度
ランク 5 5 
順位 30 72 
火災危険度
ランク 5 5 
j順位 14 15 
総合危険度













































































本調査の設問項告は， (i)地区での日常的な付き合い， (ii)地区防災活動への参加状況， (ii)防災に















































1ラ795 (29.88) 1，629 (27.11) 1，696 (28.23) 888 (14.78) 
664 (28.20) 678 (28.79) 676 (28.70) 337 (14.31) 
105 (31.72) 75 (22.66) 99 (29.91) 52 (15.71) 
注:世帯数は， 2012年 l月 113足立区ホームページ 6)足立区の町了見IJの世帯と人口より作成
7. 1. 3 調査回答者の個人属性
(1)回答者の偲人属性
図7-1-Hこ本調査回答者と2005年の国勢調査7)による足立区の世帯主の性別及び年齢の構成比を示す.本






援護者が存在する.災害要援護者のうち， r 65歳以上高齢者Jがし、る世帯の割合は最も多く 34%，r乳幼
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ドruskal~Wallis 樟定 :p<:001*** 
麟慨欄糊蹴欄恥山ささ喜怒i
80% 60% 40% 20% 0% 










































の普段家庭内での話し合いをしばしば行っている (57.60/0) こと(図 7-4-1)によって大きく影響してい
ると推測できる.
地域内の共助では，図 7-2-5の[千住地区防災訓練開催・参加j と図 7-2-6の「千住地区住民との助け
合いj によると，同居家族，千住知友人，近所の人，町会役員とこれらの内容について話題にする状況





0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
y Z (N= 61) 
量2 革ぃ司鴨Ztr肱a 、 棒呈帯 (N= 出) 





(Kruskal・Wallis検定 :χ2=5.949，df=2， p=.051) (Kruskal品lalis検定 :χ2=27.663，df=2， p<.OOI ***) 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
掛働邑拭いZEpD j塁w本 (N= 倒)
族里者弘 聴聞有CN=124)
聴聞無CN=127)




(Kruskal-Wallis検定 :χ2=42.344ラdf=2，p<.OOI料本) (Kruskal-Wallis検定 :χ2=46.703，df=2， p<.OOI料*)
図7-2-2 防災教脊への参加状況別の「地震時千住地区被害Jについて話題の程度
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
端俗岩盤言いZp 惇w 喜 (N= 引 ) 





(Kruskal-Wallis検定 :χ2=0.778，df=2， p=.678) (Kruskal-Wallis検定 :χ2=30.440，df=2， p<.OOI **牢)
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
いEJ異社e総 例=64) 
ド輯世f甘去Fs4 J且ゆ襲異4e a 





























0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 









0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
事働試tいr戸EUs E 3制E硲F (N 二 62) 
いEJ異唱e和 例::56) 




(Kruskal-Wallis検定 :χ2=26.052ラdf=2，p<.OOl料*) (Kruskal-Wallis検定 :χ2=44.799，df=2， p<.OOl ***) 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1 輯認恒ぃ戸仁 権昌総 (N= 63) いE7J異4e恥 例=55) 






















































0% 20% 40% 60% 80% 100% 
aよく話題隆たまに話題国あまり話題にせず口全く話題にせず aよく話題図たまに話題図あまり話題にせずロ全く話題にせず
間居家族と:地震発生時千住地区の被害について 子住知友人と:地震発生時千住地区の被害について













0% 20% 40% 60% 80% 100% 
l1liよく話題図たまに話題悶あまり話題にせず口全く話題にせず 閤たまに話題国あまり話題にせず口全く話題にせず
近所の人と地震発生時子住地区の被害について 町会役員と:地震発生時子住地藍の被害



















































民蝦 民用r ' いない世帯附2) "階、 1I~一 いない世帯(N=47)
回よく話題図たまに話題ロあまり話題にせず ロ全く話題にせず mよく話題園たまに話題 gあまり話題にせずロ全く話賠にせず
間屠家族と:地震発生時家族対j志行動について 千住知友人と地震発生時家族対応行動について
(Mann 





















t J いない世帯(N=52) "ト 1I~ いない世帯(N=47)
aよく話題匿たまに話題口あまり話題にせず口全く話題にせず
向居家族と:千住地区防災訓練開催・参加について 千住知友人と:千住地区防災訓練開催・参加について
(Mann-Whitney検定:U=281.000， z=-3.005， p=.003**) (Mann-Whitney検定:U=223.500， z=-2.708， p=.007料)
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
謀幹仙V 者事岨匡争 いる世繕(N=16)
問Eι輯民中君 いない世帯昨日) 冊主町正制中困唱一 いない世帯(N=46)
図たまに話題 国あまり話題にせず 己全く話題にせず .よく話題圏たまに話題ロあまり話題にせずロ全く話題にせず
近所の人と:千住地毘防災訓練開催・参加について 町会役員と:千住地区防災訓練開催・参加について





















(Mann-Whitney検定:U=382.000， z=-1.217， p=.228) (ManrトWhitney検定:U=244.500， z=-2.232， p=.025勺
際たまに話題国あまり話題にせずロ全く話題にせず 闘よく話題襲警たまに話題回あまり話題にせずロ全く話題にせず
近所の人と:千住地区住民との助け合い 町会役員と子住地区住民との助け合いについて
(Mann品1hitney検定:U=334.500， z=-2.233， p=.033勺 (Mann-Whitney検定:U=237.000， z=・2.698，p=.007料)























































がなしリとり:変わったことがないJを「否定的Jに， i 3 Jを「中立」に，は:変わったことがあるJ
と i5 :大いに変わったことがあるJを「肯定的Jとして再構成している.
訪災について話題にすることが訪災知識・意識に及ぼす影響として防災について話題にする程度別の



























































































。寄与 20ちる 40号~ 60句。 80'>・ 100% 
1字参加者I章旗から開いた向容による自身!t.lt
防担問v向上



















"全〈せず(N=112)r-: 白 山<.0φ函吉正当 :p<.uv，j-
事ー よくする(N=18) ....... 一一一一一一一
之たまにする(N=SS)
e あまりせず(N=61)









































: n<.OOl*禽合一 一一一…ι~ よくする(N=24)-~ たまにする(N=6S)
手 あまりせず(N=6S)







お 金〈せず(N=76) → 


































O~ 20"ら '0ーら 60司~.. 80~色 100% 
{葬著書加害i町会役員から酪いた向容による目録置化
防災関心向上




















































重型;tl 主〈路題にせず(N=19) 睡醐 ! 
汁 ! n<∞!日禽 i
E執
よく話簡にする(N=191 園田園由園田園副胞値圏曲園田醐酔




































































































。~2:0Qv 41A. 6oq." 80'¥:. 10u .. 
よくする(N=33) 一一回園田吋螺親密欝顎鵠f一一一一「
たまにする(N=74) 111-四時曜轍醐 l 
あまりせず(N=56) 陣織轍嵩翻舗 j 
全くせず(N=曲)E i 
喜一ー ヌ百日4)
d たまにする(N065) I 
ド あまりせず(N=届) I 
品 主くせず N=曲1
~ マ有志不可1= たまにする(N=31) I 
け， οi1
: p<.O削l'色合
F あまりせず(N=87) 11問柳欄網棚欄糊 } 
誌 全くせず(N=951 I i 
~__..____L _; 一一e_.___;.J三竺]士勺
:(j ょくする(N=27) 園田畑園田園園田明癒頼関標額標璽寓 寸
?く たまにする(N=62) 岡田顎隷競鰯顎額炉一一一一一一一寸





あまりせず(N=72) 調睡繰蹴機盤噛 ! 
















































正当 : : p< 
~.._-衣子両キ「二二二二=二二二二二二
iU たまにする(N=33) 圃園田再盤謹磐謡醤込←一一}一一」
劇 あまりせず(N=46) 岨 E 醐欄組織 j 
胡 全くせず(N=123) 書留 ! 
箇 : 1くωドーi
よくする(N=5) 由幽幽圃園田醐幽園田園田園田園間園 1 
たまにする(N=31)1一一一号機鱗鰯額欄二二二コ
あまりせず(N=54) 田制鰯欄 f 















































地域避難場所確認(N=295) .一一一一一一回一 : 
飲料水や食料備蓄(N=295) 園田園田園園田園田 t 
塑笠話し合い(N=2町田明醐閣官
非常用持ち出し袋用意(N=295) 園田園圃園田一: 3 
地震保険加入(除295) 一一一一一一 1 


































































































































































































7.6 モデル検証に基づ、く f小学校を中核とする防災教育効果j の構造化


















































































































学習指導要領に基づき現行初等教育課程を把握した上で 全国で約 9割以上に使用されている 3つの
出版社，康軒，翰林，南一出版社を中心に(図 8-2-2)，実際に使用されている教科書の収集作業を行う.
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































台湾の初等教育は，図 8ふ 1~こ示すように，領域学習(教科学習)と弾性学習(教科外活動)の 2 つに
大きく分けられる.教科学習は，国語，数学，健康と体育，社会，自然と生活科技，芸術と人文と総合
活動の 7領域から構成されている 1) ただし，表 8ふ 1~こ示すように低学年 (1 ， 2年次)の社会，自然と
生活科技，芸術と人文の 3領域は，生活課程 lつの領域にまとめられている.教科書は，基本的に各領














































1 語葉 4 話す
国語 2 聴、解 5 読解






























































































l 集団活動 i 血 i 事
2 安全な生活 | 曹 i 母
f互語謀長一一一一一一一一|一子ヌ品扇動E環境T--4毎年|一 事
i 生き物



































再整理・構造化する.表 8-4-3~こは，初等教育課程における 7 領域の中に，安全教育のための知識要素が
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(7) L_Q1  
8章 小学校教育における防災学習内容体系化の可能性検討
表8-4-3 各領域における安全教育の学習内容
安全知識要素 安全学習項目 .1 鵬 | 健康 |鮒技ι 会… 生活科技 と体育 活動
施設・設備 。 。 。






交通安全 。 。 。
遊ぶ・運動安全 。 。 。
野外安全 。 。
安全で正しい行為
物の扱い方 。 。 。
薬と安全 。
飲食と安全 。
不審者に注意 。 。 。
事故防止 。 。










情報収集と伝達 連絡先名簿 。 。


































































































































最後に，第 5章，第 6章，第 7章においての概念モデ、ルの検証結果に基づき，得られた成果を統括的
に考察し，訪災教育効果の構造化を行った.モデ、ル検証に基づく小学校を中核とする防災教育の効果は，
学校から，家庭へ，そして地域へ 広がっていくような枠組みが示された.















































図9-2-1 各領域の学習内容の構造 密 9-2-2 坊災教育の位置づけ
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=争 =今 =今 =キ
左
の
1""
"'8
の
11干
-~
}か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
紀
人
し
て
く
だ
さ
い
cdr
 園自
盟
国
橿
彊
-
盟
掴
園
田
園
盟
副
幽
盟
副
櫨
祖
国
園
麹
国
掴
割
自
由
盟
国
田
園
田
園
自
白
盛
田
園
隆
三
í
)
~
当拍
íi
]í
iõ
~~
蓮昌
...
 ~
同
盟
橿
07
.
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
震
時
の
危
険
性
ゃ
取
る
べ
き
対
応
行
動
に
つ
い
て
既
に
知
っ
て
い
ま
し
た
か
?
ま
た
、
自
分
の
対
応
行
動
は
十
分
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0)
既
に
l
制
tふ
刀
だ
と
思
い
ま
す
か
と十
て分
も
地
震
時
の
危
険
性
や
取
る
べ
き
対
応
行
動
知
っ
て
い
ま
し
た
か
全ー分で
く
は
な
い
ど宮
ちえ
らな
とい
も
①
1;1
分
や
家
政
の
身
体
を
防
護
す
る
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
②
テ
レ
ビ
や
HVI
~平
家
具
類
の
傍
j綴
防
止
は
い
・
い
い
え
1
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
@
ガ
ラ
ス
(慾
)ミ
干の
1J
l1
れ
危
険
は
い
・
い
い
え
7
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
ー
4
一
一
一
一
5
@
階
段
や
廊
下
等
か
ら
の
落
下
危
険
は
し
、
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
4
-
-
5
 
⑤
台
所
の
火
元
、
ガ
ス
の
出
火
危
険
は
い
・
い
い
え
1
 一
一
一
一
2
一一
一一
一
3
一一
一一
一
4
一一
一一
一
5
@
緩
房
器
具
の
転
倒
に
よ
る
出
火
fl!:
l倹
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑦
タ
バ
コ
・
灰
肌
の
出
火
危
険
は
い
・
い
い
え
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
③
仏
績
の
ロ
ウ
ソ
ク
・
線
香
の
出
火
危
険
は
い
・
い
い
え
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
-一
一一
一
4
-一
一一
一
5
⑪
非
常
持
ち
出
し
袋
を
司
吋
IJす
る
は
い
・
し
、
し
、
え
一
一
一
一
2
一
一
一
-
3
一
一
一
-
4
一
一
一
一
5
⑬
2ま
や
戸
を
1
J11
け
、
避
難
出
口
の
1，'(11
保
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
-
4
-
-
5
。
自
宅
か
ら
ほ
近
の
街
頭
消
火
$
の
i澄
き
繊
の
1杭
認
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑫
消
火
擦
を
手
に
周
辺
の
街
区
を
一
周
は
い
・
い
い
え
1
 一一
一一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑬
近
隣
へ
火
元
確
認
、
の
声
か
け
は
い
・
い
い
え
!
1
 一一
一一
一
2
一一
一一
時
3
4
一
一
一
5
⑪
火
災
を
発
見
し
た
ら
「
火
事
だ
j
と
大
戸
を
/U
し
て
)31
ら
せ
る
は
い
・
い
い
え
1
一一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
5
⑬
逃
げ
遅
れ
・
閉
じ
込
め
争
)
:
の
安
否
確
認
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑬
我
が
家
の
安
全
を
確
認
、
後
、
近
隣
の
安
否
を
l確
か
め
合
う
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
叩
4
一
一
一
一
5
@
i日
j綴
家
康
や
プ
ロ
ッ
ク
塀
の
/i(1
Iお
は
い
・
い
い
え
|
 1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
⑮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
避
難
所
・
避
難
経
路
の
{
航
路
は
い
・
い
い
え
|
 
1
一
一
一
一
2
…
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
⑬
災
害
事
情
報
の
収
集
及
び
交
換
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑫
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
活
ITI
は
い
・
い
い
え
1
一一
一一
2
一一
一一
一
3
-一
一一
一
4
一一
一一
一
5
@
軽
可
鍛
ポ
ン
プ
に
よ
る
ììi
i~E
出!t
送
水
は
い
・
い
い
え
1
 -
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
@
そ
の
他
(
は
い
・
い
い
え
!
 
1
 一一
一一
-
2
 
3
一一
一一
一
4
-一
一一
5
08
.
今
回
の
総
合
防
災
活
動
に
参
加
さ
れ
た
感
想
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0)
①
訓
練
内
容
は
、
地
域
防
災
カ
の
向
上
に
役
立
つ
と
思
い
ま
ト
非
常
に
そ
う
思
う
2.
そう
}，
!!
.う
3
 そ
う
忠
わ
な
い
4
全
く
そ
う
忠
わ
な
い
す
か
。
②
普
段
の
防
災
に
対
す
る
意
欲
が
尚
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
l
 非
常
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
思
わ
な
い
4
 全
く
そ
う
思
わ
な
い
ヵ、。
@
参
加
し
た
経
験
や
心
得
は
、
他
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
1. 
oW1
i¥'
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
忠
わ
な
い
4_
全
く
そ
う
忠
、
わ
な
い
す
か
。
@
家
庭
や
近
所
の
方
々
の
間
で
、
「
防
災
j
は
話
題
と
な
る
と
1
.
非
常
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
忠
、
わ
な
い
4
全
く
そ
う
思
わ
な
い
思
い
ま
す
か
。
⑤
地
域
住
民
と
の
交
流
が
一
層
に
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
1. 
JI，
~;
誌に
そう
，也
、う
2
 そ
う
忠
、
う
3
 そ
う
}
ど
、
わ
な
い
4
 全
く
そ
う
忠
わ
な
い
か。
@
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
。
1. 
ql"'
:i!;
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
思
わ
な
い
4
 全
く
そ
う
忠
、
わ
な
い
⑦
地
域
防
災
カ
の
向
上
の
た
め
に
、
自
分
も
役
に
立
ち
た
い
l
 非
常
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
忠
わ
な
い
4
 全
く
そ
う
忠
、
わ
な
い
@災
とと
思害
思い
時い
まに
ます
す自
か分
か。
が
取
る
べ
き
行
動
は
よ
く
で
き
て
い
る
l
 非
常
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
忠
、
わ
な
い
4
 全
く
そ
う
忠
わ
な
い
@
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
1
1
 非
常
に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
I~~
わ
な
い
4
全
く
そ
う
思
わ
な
い
。
今
後
の
防
災
訓
練
に
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
IJ
 非
常
に
そ
う
IJ!.
-) 
2
 そ
う}
.!
!.
-) 
3
 そ
う
思
わ
な
い
4
会
く
そ
う
忠
わ
な
い
⑪
家
族
や
友
人
も
誘
っ
て
今
後
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
.
 4I o
' ，:1¥'
{こ
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
忠
わ
な
い
4
全
く
そ
う
担
、
わ
な
い
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。
⑫
そ
の
他
(
)
 iJ•
Mi
;に
そ
う
思
う
2
 そ
う
思
う
3
 そ
う
思
わ
な
い
4.
全
く
そ
う
思
わ
な
い
(
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0)
1. 
自
分
自
身
2.
家
族
4
 
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
人
々
7.
友
人
5
 
消
防
団
な
ど
の
自
主
防
災
組
織
8.
町
会
3.
近
所
の
住
人
6.
行
政
9.
そ
の
他
(
Q1
0.
大
地
盤
が
起
こ
っ
た
際
、
心
配
な
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
1. 
el
分
や
家
族
の
安
全
確
保
6.
医
療
機
関
の
混
乱
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
[
1
.
デ
‘
マ
な
ど
に
よ
る
治
安
の
乱
れ
[2
.
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
閉
じ
込
め
2.
水
や
食
料
な
ど
の
入
手
3.
住
ん
で
い
る
家
屋
の
破
損
・
倒
壊
4
 
火
災
等
二
次
災
害
の
発
生
7.
地
震
に
関
す
る
情
報
の
正
確
さ
8.
避
難
場
所
の
安
全
性
9.
交
通
機
関
の
マ
ヒ
5
 
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
[0
.
携
搭
を
含
む
電
話
の
不
通
の
機
能
マ
ヒ
01
1.
臼
頃
の
防
災
に
対
す
る
関
心
等
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
①
大
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
②
地
震
な
ど
の
災
害
ゃ
防
災
に
対
す
る
関
心
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
@
普
段
、
地
峡
の
防
災
訓
練
や
防
災
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
④
今
後
、
地
域
の
防
災
訓
練
や
防
災
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
@
消
防
団
に
入
国
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
@
機
会
が
あ
れ
ば
、
災
害
に
備
え
て
、
あ
る
い
は
災
害
時
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
1
.
大
丈
夫
だ
と
思
う
2.
た
ぶ
ん
大
丈
夫
だ
と
思
う
3. 
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
4.
少
し
危
な
い
と
思
う
[3
 
仕
事
や
事
業
活
動
の
混
乱
・
停
止
[4
.
金
融
機
関
の
混
乱
[5
.
そ
の
他
(
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0)
会
く
そ
う
と
て
も
思
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
宮
え
な
い
そ
う
思
う
1
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
2
一
一
…
3
一一
一一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
2
一
一
一
3
…
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一一
一一
2
一一
一一
3
一一
一一
一
4
一一
一一
5
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
5.
危
な
い
と
思
う
01
3.
足
立
区
区
役
所
が
行
っ
て
い
る
酎
麓
化
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。
1. 
I土し
、
2
 
い
い
え
Q1
4.
ご
自
宅
の
謝
震
補
強
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
に
O
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
l. 
[
年
以
内
に
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
4.
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
2.
 
1
年
以
内
で
は
な
い
が
、
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
5.
耐
震
補
強
工
事
実
路
済
み
な
ど
、
既
に
耐
震
性
が
あ
る
3.
予
定
は
な
い
が
、
い
ず
れ
実
減
し
た
い
6.
そ
の
他
01
5.
ご
家
庭
で
は
下
記
の
防
災
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
を
過
し
て
、
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
ど
の
程
度
見
直
そ
う
と
思
い
ま
す
か
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0)
防
災
対
策
実
施
し
て
い
ま
す
か
今
回
の
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
防
災
対
策
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
す
か
。
思
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
宮
え
な
い
強
〈
思
う
①
食
料
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る
は
い
・
い
い
え
2
一一
一一
3
4
一一
一一
5
②
近
く
の
学
校
や
公
園
な
ど
避
難
す
る
は
い
・
い
い
え
場
所
を
決
め
て
い
る
2
 
3一
一一
-
4
一
一
一
一
5
③
家
族
と
の
連
絡
方
法
な
ど
を
決
め
て
い
る
は
い
・
し
、
し
、
え
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
④
地
震
時
の
対
応
行
動
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
は
い
・
い
い
え
合
い
を
し
て
い
る
1
 一一
一一
一
2
3
 
4
 
5
 
⑤
家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
閤
定
し
、
は
し
、
・
い
い
え
i~三
倒
を
防
iと
し
て
い
る
1
一一
一
-
2
一
一
一
3
一一
一一
4
5
 
@
消
火
器
を
準
備
し
て
い
る
は
い
・
い
い
え
1
 一
一
一
一
2
一一
一一
一
3
一
一
一
一
4
5
 
&
 
"-
Lよ
S
色‘'
C
 ?...，
c
 t.
dλ
'.
..
.¥
.'
 
""
“ 
⑦
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
る
|
 は
い
・
い
い
え
!
 
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
③
費
量
品
な
ど
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
I
は
い
・
い
い
え
;
 
準
備
し
て
い
る
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
@
非
常
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
て
い
る
|
 は
い
・
い
い
え
j
 
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
⑮
紡
災
訓
練
に
積
僚
的
に
参
加
し
て
い
る
は
い
・
い
い
え
i
 
1
一
一
一
2
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑪
耐
震
診
断
を
行
い
、
は
い
・
い
い
え
1
 
1一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
自
分
の
家
の
危
険
度
を
把
握
し
て
い
る
⑫
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し
、
倒
綴
を
防
止
は
い
・
い
い
え
!
 
1
一
一
一
一
2
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
な
い
⑬
火
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
j
 は
い
・
い
い
え
i
 
1
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
⑭
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
る
|
 は
い
・
い
い
え
i
 
1
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
⑬
そ
の
他
(
)
 
は
い
・
い
い
え
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一一
一一
5
01
6.
下
記
は
地
域
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
の
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゆ
で
、
今
後
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
対
策
、
全
て
に
O
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
1
.
地
震
・
火
災
を
詳
し
く
説
明
す
る
広
報
・
話
事
発
活
動
の
強
化
2.
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
研
修
3.
小
中
学
校
の
防
災
教
育
の
充
実
4.
地
域
の
自
主
防
災
体
制
の
強
化
5.
実
践
的
防
災
訓
練
や
図
上
演
習
等
の
実
施
l
.
会
社
員
6. 
自
営
6
 
自
主
防
災
級
織
の
育
ー
成
・
強
化
7
 
自
主
防
災
組
織
の
防
災
資
機
材
の
整
備
・
充
実
8.
消
防
団
の
強
化
9.
消
防
団
・
近
隣
の
事
業
所
等
と
の
連
携
促
進
3.
団
体
職
員
8.
無
職
9.
そ
の
他
12
.
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
13
.
避
難
勧
告
・
指
示
の
迅
速
化
等
14
.
家
庭
で
の
地
緩
対
策
の
支
援
15
.
復
興
対
策
支
援
16
.
そ
の
他
{
)
 
@
住
宅
構
造
1
.
木
造
住
宅
@
-
I
住
宅
所
有
1
.
自
己
所
有
2. 
I切
火
木
造
3.
鉄
骨
造
4.
 
R
C
造
5.
ブ
ロ
ッ
ク
造
6.
そ
の
他
し
一
一
一
)
2.
賃
貸
3.
そ
の
他
@
3
住
宅
の
建
築
時
期
1
.
[9
7[
年
以
前
2. 
19
72
-1
98
0
年
3. 
19
81
年
以
降
4.
不
明
@
家
悠
構
成
1
.
単
身
世
帯
2.
夫
婦
の
み
3.
夫
婦
と
子
ー
供
4.
親
と
夫
婦
5.
綴
と
夫
婦
と
子
供
(3
t佐
代
同
居
)
6.
 
4
 ttt
代
同
居
以
上
7.
そ
の
他
(
)
 
@
-
l
子
供
を
お
持
ち
の
方
は
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
0
)
1
.
乳
幼
児
(
小
学
生
未
満
)
一
一
一
一
名
2
ノi、
学
生
一
一
一
一
一
名
(
)
年
生
3.
中
学
生
以
上
の
学
生
一
一
一
一
一
名
@
-
2
ご
家
族
の
中
に
、
次
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
0
)
l
身
体
の
不
自
由
な
方
2.
65
歳
以
上
の
高
齢
者
3.
被
災
経
験
者
⑩
現
在
加
入
し
て
い
る
間
体
を
お
答
え
て
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
0
)
l
 加
入
し
て
い
な
い
2.
町
会
3.
 
P
T
A
 
4.
消
防
団
5.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5.
そ
の
他
一
自
由
記
述
横
一
防
災
訓
練
や
防
災
活
動
に
関
連
し
て
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
転
向
大
変
お
疲
れ
織
で
し
た
。
ご
協
力
丸
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仲
間
添
付
の
返
信
用
封
筒
に
て
、
12
月
末
日
(
木
)
ま
で
に
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
を
お
願
い
申
し
ょ
げ
ま
す
。
付録 IV 
語読昭毘
調査。 千寿双葉小学校 f防災学習発表会j調査アンケート用紙
平
成
22
fj三
i
月
30
Iヨ
(
土
)
r防
災
成
果
発
表
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
j
蝿
本
ア
ン
ケ
ー
ト
溺
査
の
目
的
に
つ
い
て
ご
協
力
の
お
穎
い 筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
リ
ス
ク
工
学
専
攻
都
市
防
災
研
究
室
陳
雅
蚊
私
は
台
湾
か
ら
の
留
学
生
で
、
現
在
筑
波
大
学
都
市
防
災
研
究
室
に
て
、
f防
災
教
育
j
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
者
で
す
。
こ
の
度
は
、
標
記
の
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
く
本
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
ο
台
湾
は
、
自
然
環
境
が
日
本
と
似
て
お
り
地
震
の
起
こ
り
や
す
い
国
で
す
が
、
紡
災
対
策
は
不
十
分
で
す
。
そ
の
一
方
で
日
本
は
、
地
震
・
火
災
な
ど
に
対
す
る
防
災
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
が
非
常
に
進
ん
で
お
り
、
私
は
日
本
へ
留
学
し
勉
強
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
の
防
災
知
識
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
防
災
教
育
j
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 そ
こ
で
本
日
、
f千
寿
双
葉
小
学
校
防
災
学
習
発
表
会
j
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
、
を
お
伺
い
し
、
今
後
の
防
災
教
育
に
関
す
る
研
究
に
活
用
さ
せ
て
]
頁
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ζ
匁
讃
糞
績
墨
民
統
動
的
巴
処
獲
L
主
主
主
ふ
会
後
段
節
祭
毅
箆
役
立
ゐ
忽
質
経
企
L
玄
漬
思
玄
長
役
金
支
ふ
銀
生
麦
鰻
定
ず
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
&
怠
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
、
た
だ
き
、
本
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
国
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
返
送
に
つ
い
て
ご
回
答
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
本
紙
の
築
面
の
「
本
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
記
入
に
つ
い
て
j
を
参
考
に
ご
回
答
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
回
答
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
2
F.l
3
日
(
水
)
ま
で
に
、
お
子
様
に
お
渡
し
頂
き
、
千
寿
双
葉
小
学
校
の
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
に
ご
提
出
演
き
ま
す
よ
う
お
願
し
、
申
し
上
げ
ま
す
。
~
 -a..
.1
'l
孟冨
凶
2包
益
凪
孟
且
届
置
置
・
臨
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
記
入
に
つ
い
て
・
質
問
に
は
、
番
号
に
O
を
付
け
て
い
た
だ
く
も
の
と
、
)
内
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
方
法
で
ご
記
入
お
願
い
致
し
ま
す
。
.
 rそ
の
他
j
に
O
を
付
け
ら
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
(
)
内
に
な
る
べ
く
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
お
書
き
下
さ
い
。
く記
入伊
~>
(
①
~
④
の
質
問
に
、
参
加
の
有
無
、
防
災
へ
の
関
心
の
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0
)
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
防
災
へ
の
関
心
の
向
上
防
災
イ
ベ
ン
ト
げ
は
い
J
と
回
答
さ
れ
る
場
合
だ
け
全
く
変
わ
ら
ど
ち
ら
と
も
お
織
の
質
問
!
こ
お
答
え
く
だ
さ
い
)
な
か
っ
た
①
 
4
月
の
オ
リ
エ
ン
テー
シ
ョ
ン
②
 
6
月
の
ふ
れ
あ
い
防
災
ス
ク
ー
ル
③
 
8
月
の
児
童
引
き
渡
し
a
I
Il
練
④
11 
月
の
ふ
れ
あ
い
防
災
ス
ク
ー
ル
第
2
弾
以
上
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
。
お
間
合
わ
せ
。
干
30
5-
85
73
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
ト
1・
l
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
リ
ス
ク
工
学
専
攻
都
市
防
災
研
究
室
陳
雅
蚊
(
チ
エ
ン
ヤ
ウ
ン
)
電
話
:
02
9-
85
3・
56
00
(
内
線
84
78
)
E
メ
ー
ル
:
r0
93
01
53
@r
is
k.
ts
uk
ub
a.
ac
.jp
 
04
.
普
段
の
生
活
で
、
家
庭
内
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
①
~
⑤
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
01
. 
f地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
J
の
一
環
で
実
施
さ
れ
た
以
下
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
肪
災
へ
の
関
心
は
ど
の
く
ら
い
向
上
し
ま
し
た
か
。
(
①
~
⑥
の
質
問
ご
と
に
、
参
加
の
有
無
、
防
災
へ
の
関
心
の
程
度
そ
れ
そ
e
れ
1
つ
だ
け
に
0
)
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
防
災
へ
の
関
心
の
向
上
肪
災
イ
ベ
ン
ト
げは
い
J
と
問
答
さ
れ
る
場
合
だ
け
全
く
変
わ
ら
ど
ち
ら
と
も
と
て
も
①
お
子
様
と
一
緒
に
家
事
や
料
理
や
買
い
物
を
し
た
り
、
i
 
よ
く
あ
る
2
 た
ま
に
あ
る
3
 あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
手
伝
い
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
②
お
子
様
と
一
緒
に
地
域
の
活
動
(
祭
、
イ
ベ
ン
ト
等
)
に
1
.
ょ
く
す
る
2
 た
ま
に
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
参
加
し
た
り
さ
れ
ま
す
か
。
③
お
子
様
と
よ
く
話
し
合
い
を
し
ま
す
か
。
l
 ょ
く
す
る
2
 た
ま
に
す
る
3
 あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
右
繍
の
質
問
に
お
答
え
〈
だ
さ
い
}
な
か
っ
た
宮
え
な
い
向
上
し
た
①
 
4
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は;し
、
し、し
、
3ζ
1
-
2
 
3
一一
一
4
一一
一
5
④
お
子
様
は
、
学
校
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
情
l
 ょ
く
す
る
2
 た
ま
に
す
る
3
 あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
報
を
ご
両
親
に
伝
え
ま
す
か
。
②
 
6
月
の
ふ
れ
あ
い
防
災
ス
ク
ー
ル
Lまし
、
い
い
え
2
一一
一
3
一一
一
4
5
 
⑤
学
校
の
宿
題
を
、
お
子
様
と
一
緒
に
行
わ
れ
ま
す
か
。
1
ょ
く
す
る
2.
た
出
こ
す
る
3
 あ
ま
り
し
如
、
4.
全
く
し
如
、
③
 
8
月
の
児
童
引
き
渡
し
副
総
i
は
い
・
し
、
い
え
1
一一
一
2
一一
一
3
4
一一
一
5
④
11
月
の
ふ
れ
あ
い
防
災
ス
ク
ー
ル
第
2
縛
は;し
、
い
い
え
1
一一
一
2
3
-
4
 
5
 
Q5
.
日
頃
、
地
域
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
、
①
~
⑥
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
⑤
12
月
第
5
地
区
町
会
連
合
会
f総
合
紡
災
訓
練
J
はし
、
い
い
え
1
一一
一
2
一一
一
3
4
一一
一
5
①
近
所
の
方
々
と
日
常
的
に
挨
拶
を
さ
れ
ま
す
か
。
1
1
ょ
く
す
る
2.
た
出
こ
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4.
全
く
し
な
い
恒
J
竺
r~
~ヂ
習発
表会
j
は;し
、
し、
し、
え
1
一一
一
2
一一
一
3
一一
一
4
5
 
②
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
等
に
参
11
 
ょ
く
す
る
2. 
t.こ
ま
に
す
る
3
 あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
加
さ
れ
ま
す
か
。
Q2
.
今
回
の
よ
う
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
親
子
で
参
加
す
る
の
は
何
回
目
で
す
か
。
③
地
域
に
関
係
す
る
活
動
や
情
報
に
つ
い
て
関
心
と
て
も
あ
る
が
あ
り
ま
すー
カ
ミ
。
2
 
少
し
あ
る
3
 あ
ま
り
な
い
4
 全
く
な
い
|l
初
め
て
2.
 
2
回
目
3.
 
3
田
目
4.
 
4
闘
い
闘
い
~10
肝
心
両
五
瓦
司
④
常
に
地
域
の
一
員
と
し
て
の
意
識
が
あ
り
ま
す
か
。
!
 
と
て
も
あ
る
2
 
少
し
あ
る
3
 あ
ま
り
fよし
、
4.
全
く
な
い
03
.
今
回
の
「
防
災
学
習
発
表
会
J
へ
参
加
し
た
感
想
に
つ
い
て
、
①
~
⑬
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1
.
よ
く
知
っ
て
い
る
2.
知
っ
て
い
る
3.
あ
ま
り
知
ら
な
い
4.
全
く
知
ら
な
い
項
目
全
〈
怒
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
宮
え
な
い
と
て
も
そ
う
思
う
1
.
と
て
も
そ
う
}J!.
う
2
 
そう
忠、
う
3.
そ
う
!
忍
わ
な
い
4
 
全く
そう
}~
.わ
ない
①
お
子
様
は
、
身
近
な
危
険
笛
所
と
地
域
の
危
険
性
に
気
1
一一
-
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
5
 
付
い
て
い
る
よ
う
だ
と
思
い
ま
す
か
。
②
お
子
様
は
、
今
後
安
全
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
る
と
恩
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
い
ま
す
か
。
③
お
子
様
は
、
防
災
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
で
地
域
に
3.
団
体
職
員
対
ー
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
た
よ
う
だ
と
思
い
ま
す
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
5
8.
無
職
9.
そ
の
1.J'。
@
住
宅
構
造
1
.
木
造
住
宅
2.
防
火
木
造
3.
鉄
骨
・
造
4. 
R
C
造
5.
ブ
ロ
ッ
ク
造
6.
そ
の
他
(
一
一
一
一
)
@
 
fl坊
災
学
習
発
表
会
J
に
お
い
て
家
庭
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
子
様
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
5
@・
1
住
宅
所
有
1
.
自
己
所
有
2.
賃
貸
3.
そ
の
他
思
い
ま
す
か
。
@
-
2
住
宅
の
建
築
時
期
1
.
19
71
年
以
前
2. 
19
72
・1
98
0
年
3. 
19
81
年
以
降
4.
不
明
⑤
お
子
様
が
「
防
災
ま
ち
歩
き
J
で
勉
強
し
た
こ
と
で
、
@
家
族
構
成
1
.
単
身
世
帯
2.
夫
婦
の
み
3.
夫
婦
と
子
供
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
}
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
1
一
一
一
一
2
一
一
-
3
一
一
一
一
4
一
一
一
5
4.
親
と
夫
婦
5.
親
と
夫
婦
と
子
供
(3
世
代
向
岩
)
6.
 
4
世
代
同
居
以
上
7.
そ
の
他
る
と
!
忍
い
ま
す
か
。
@
-
I
子
供
を
お
持
ち
の
方
は
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
付
け
て
、
人
数
を
記
入
)
⑥
こ
の
「
防
災
学
習
発
表
会
j
が
、
親
子
共
通
の
思
い
出
J
.
乳
幼
児
(
小
学
生
未
満
)
一
一
一
名
2.
小
学
生
一
一
一
名
3.
中
学
生
一
一
一
名
4
 
高
校
生
以
上
の
学
生
一
一
一
一
名
作
り
の
場
や
お
互
い
の
新
し
い
面
を
発
見
す
る
場
に
T
一
一
一
一
2
一
一
一
3
-
-
4
一
一
一
一
5
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
⑦
今
回
の
防
災
学
習
発
表
会
に
よ
っ
て
、
今
後
親
子
の
交
⑥
3
ご
家
族
の
中
に
、
次
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
付
け
て
、
人
数
を
記
入
)
J
.
身
体
の
不
自
由
な
方
一
一
一
一
名
2. 
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
}ー
_
:
:
s
3.
被
災
経
験
者
一
一
一
一
名
流
を
深
め
、
お
子
様
と
共
通
の
話
題
を
持
つ
こ
と
が
で
1
一
一
一
一
2
一一
一
-
3
一
一
一
一
4
一
一
-
5
き
る
と
思
い
ま
す
か
。
③
ま
た
親
子
参
加
型
の
防
災
活
動
が
あ
れ
ば
、
お
子
様
を
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
-
5
連
れ
て
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
⑨
今
回
の
防
災
学
習
発
表
会
が
親
同
士
の
情
報
交
換
の
2
一
一
一
一
3
一一
一一
一
4
一
一
一
一
5
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
⑩
現
在
加
入
し
て
い
る
団
体
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
0
)
⑮
今
回
の
防
災
学
習
発
表
会
に
よ
っ
て
、
自
身
の
紡
災
行
1
 一一
一一
一
2
3
一
一
一
一
4
一
一
一
-
5
動
に
役
に
立
っ
と
思
い
ま
す
か
。
⑪
参
加
し
た
経
験
や
今
回
の
発
表
会
で
得
た
防
災
の
た
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
5
め
の
心
得
を
、
他
人
に
伝
え
た
い
と
患
い
ま
す
か
。
1.
加
入
し
て
い
な
い
2.
町
会
3. 
P
T
A
 
4.
消
防
回
5.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5.
そ
の
他
一
自
由
記
述
繍
ー
防
災
滋
l練
や
防
災
活
動
に
関
連
し
て
ご
意
見
や
ご
感
懇
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
⑫
家
庭
や
近
所
の
方
々
の
間
で
今
後
「
防
災
j
が
話
題
に
1
一
一
一
一
2
一
一
一
…
3
一
一
一
4
5
 
な
る
と
，
思
い
ま
す
治
、
⑬
今
回
の
防
災
学
習
発
表
会
に
よ
っ
て
地
域
住
民
と
の
1
 一一
一一
一
2
一一
一一
一
3
一一
一一
一
4
5
 
交
流
が
今
後
一
層
深
ま
る
と
思
い
ま
す
か
。
車
工
幹
事
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
転
車
=
寧
4伊
醒
E
盟
謹
盟
霊
盟
翠
彊
塞
盟
2
月
3
日
(
水
)
ま
で
に
お
子
様
に
お
渡
し
て
、
担
任
の
先
生
に
ご
提
出
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
付録 V 
寝諒鰯容器器時詩語磁器語器購器器詩語器詩語翻翻蒋容器器時脚臓器詩容器鰯鱒碍詩語詩語翻鰯摺話臓器詩語器器棚器器翻器関部
調査。 大杉東小学校「防災講習会j調査アンケート用紙
平
成
22
年
6
月
22
臼
(
火
)
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
j
ご
協
力
の
お
頴
い
臨
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
記
入
に
つ
い
て
東
京
消
防
庁
江
戸
川
消
防
署
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
リ
ス
ク
工
学
専
攻
都
市
防
災
研
究
室
陳
雅
蚊
・
質
問
に
は
、
番
号
に
O
を
付
け
て
い
た
だ
く
も
の
と
、
(
一
一
一
一
)
内
に
記
入
し
て
い
た
だ
、
く
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
方
法
で
ご
記
入
お
願
い
致
し
ま
す
。
.
 rそ
の
他
j
に
O
を
付
け
ら
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
(
一
一
一
)
内
に
な
る
べ
く
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
お
書
き
下
さ
い
。
く
記
入
伊
IJ>
Q5
.
お
子
様
が
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)J
に
参
加
さ
れ
た
感
想
に
つ
い
て
、
怠
圭
種
主
痘
麗
査
L皇
室~
主、
下
記
①
~
⑥
の
ア
.
地
震
構
援
と
イ
.
起
農
車
体
酸
、
お
よ
び
⑦
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
と
て
も
全
く
変
わ
①
お
子
様
が
地
震
に
関
す
る
知
識
の
充
実
に
役
立
っ
た
ど
ち
ら
と
も
震
え
な
い
ら
な
か
っ
た
ア
.
地
麗
構
鶴
1
-
2
一
一
3
一
一
4
-
5
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
起
髄
車
体
験
1
-
2
-
3
一一
一
4
一一
一
5
②
お
子
様
が
、
地
震
11寺
の
自
己
防
護
行
動
を
行
う
こ
と
に
ア
.
地
膿
購
韓
1
 一一
一
2
一一
-
3
-
4
-
5
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
起
盟
事
体
験
1
一一
一
2
一一
一
3
一
一
4
一
一
5
以
上
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
。
お
間
合
わ
せ
.
干
3
0
5
-
8
5
7
3
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
ト
1欄
1
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
リ
ス
ク
工
学
専
攻
都
市
防
災
研
究
室
瞭
雅
蚊
(
チ
ェ
ン
ヤ
ウ
ン
)
龍
話
:
02
9・
85
3・
56
00
(
内
線
84
78
)
E
メ
ー
ル
:
r0
93
01
53
@r
is
k.
ts
ul
叫
ba
.a
c.j
p
東
京
消
防
庁
江
戸
川
消
防
署
筑
波
大
学
都
市
防
災
研
究
室
地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ
ヂ
ル
事
業
に
お
け
る
“
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
"
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
大
杉
東
小
学
校
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
(
平
成
2
2
年
6
月
2
2
日
)
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
5
・
6
年
生
怪
童
主
j
華
大
杉
東
小
学
校
で
は
本
年
産
当
初
か
ら
f地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
』
が
実
施
1
.
…
、
べ
p
、，
、
1
1. 
Iま
い
1
.
.
い
い
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
I
02
.
今
回
の
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)J
を
ど
の
よ
う
に
知
り
ま
し
た
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
0
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
l
 知
ら
な
か
っ
た
2.
町
会
か
ら
開
い
た
3.
消
防
負
か
ら
開
い
た
4.
学
校
か
ら
開
い
た
5.
同
居
で
な
い
家
族
・
親
戚
か
ら
間
し
、
た
6.
自
分
の
子
供
か
ら
開
し
、
た
7.
自
分
の
子
供
以
外
の
家
族
か
ら
開
い
た
8.
近
所
の
人
か
ら
聞
い
た
04
.
今
回
の
よ
う
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
親
子
で
参
加
す
る
の
は
何
回
目
で
す
か
。
9.
知
人
や
友
人
か
ら
開
い
た
10.
職
場
・
仕
事
関
係
の
人
か
ら
開
い
た
11
.
そ
の
他
い
初
め
て
2. 
2
回
目
3. 
3
回
目
4.
 
4
回
目
5. 
5
闘
い
....
....
10
問
問
7. 
II
回
el
0-
J:
I
 
05
.
お
子
様
が
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)J
に
参
加
さ
れ
た
感
想
に
つ
い
て
、
お
子
様
と
お
話
を
し
な
樫
長
、
下
記
①
~
⑥
の
ア
.
地
鍵
構
轄
と
イ
.
起
麗
車
体
駿
、
お
よ
び
⑦
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
質
問
禰
回
答
欄
全
く
変
わ
ど
ち
ら
と
も
震
え
な
い
と
て
も
ら
な
か
っ
た
役
立
っ
た
①
お
子
様
が
、
地
震
に
関
す
る
知
識
の
充
実
に
ア
.
地
麗
購
韓
1
-
2
一一
一
3
一一
一
4
一
一
5
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
起
麗
車
体
験
1
一一
一
2
一
一
3
一一
-
4
-
5
 
②
お
子
様
が
、
地
震
時
の
自
己
防
護
行
動
を
行
う
こ
と
に
ア
.
地
膿
購
韓
1
一
一
2
一
一
-
3
一
一
4
-
5
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
超
麗
車
1
-
2
一
一
3
一一
一
4
一
一
-
5
 
体
験
③
お
子
様
が
、
自
宅
で
の
耐
震
化
を
気
づ
く
こ
と
に
ア
.
地
蝿
購
犠
1
一一
一
2
一一
一
3
一
一
4
一
一
-
5
 
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
起
膜
車
1
-
2
一一
一
3
-
4
一
一
-
5
 
体
験
④
近
い
将
来
に
人
的
被
害
や
物
的
被
害
な
ど
を
伴
う
地
震
が
発
生
ア
.
地
慎
購
鶴
1
-
2
一
一
3
一一ー
4
一一
一
5
す
る
こ
と
に
対
し
、
お
子
様
が
、
防
災
に
つ
い
て
学
習
意
欲
を
イ
.
起
農
事
高
め
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。
体
験
?一
一一
2
一一
一
3
一
一
4
一一
一
5
⑤
お
子
様
が
、
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
や
物
的
被
害
に
対
す
る
安
ア
.
地
隈
購
義
1
-
2
一
一
3
-
4
-
5
全
性
を
考
え
直
す
こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。
イ
.
起
醜
.
1
一一
一
2
一一
一
3
-一
一
4
-
5
体
験
⑥
お
子
様
が
、
地
震
に
備
え
る
た
め
の
家
族
と
の
話
し
合
い
を
持
ア
.
地
醜
購
犠
1
-
2
一一
一
3
一
一
4
一一
一
5
っ
た
り
、
非
常
時
の
連
絡
方
法
な
ど
取
り
決
め
る
た
め
に
役
立
イ
.
起
醜
車
ち
ま
し
た
カ
ミ
。
体
験
1
-
2
一一
一
3
-
4
-
5
⑦
大
木
先
生
に
よ
る
f地
震
講
義
j
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
ご
自
身
が
改
め
て
ご
家
庭
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
見
直
そ
う
と
思
わ
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
て
は
ま
る
項
目
全
て
O
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
1
.
消
火
器
設
置
2.
水
・
食
料
品
の
備
蓄
や
懐
中
電
灯
、
機
材
の
準
備
3.
家
具
等
の
転
倒
防
止
措
置
4.
家
族
の
話
し
合
い
・
取
り
決
め
5.
避
難
場
所
・
避
難
所
の
確
認
6.
家
の
耐
震
診
断
7.
家
の
耐
震
補
強
8.
火
災
保
険
へ
の
加
入
9.
地
震
保
険
へ
の
加
入
~
 o
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
§
ま
す
~
06
.
今
回
の
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)J
に
参
加
さ
れ
た
感
想
に
つ
い
て
、
①
~
⑦
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
①
[
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
J
に
よ
っ
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
親
子
参
加
型
の
防
災
活
動
が
あ
れ
ば
、
お
子
様
を
連
れ
て
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
j
茸
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
J
が
親
同
士
の
換
の
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
[
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
J
が
、
親
子
共
通
の
思
い
出
作
り
の
場
と
な
り
、
今
後
親
子
の
交
流
を
深
め
、
お
子
様
と
共
通
の
話
題
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
1
一一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一一
一
-
5
…一
一一
一
2
一一
一一
3
一一
一一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
1
-
-
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
一
2
一一
一一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
一
5
Q7
.
今
回
の
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
の
後
で
、
お
子
犠
が
こ
の
講
習
会
の
こ
と
に
つ
い
て
話
題
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
い
何
度
も
聞
い
た
2
 
開
い
た
こ
と
f竺
る
3
 
開
い
た
が
良
く
覚
え
て
い
な
い
4
 
聞
い
た
こ
と
が
な
じ
08
.
上
記
07
.
で
l、
2
に
自
答
さ
れ
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
お
子
械
が
話
題
に
し
た
内
容
に
つ
い
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1
.
地
震
の
発
生
機
構
等
の
知
識
3.
自
身
の
安
全
確
保
2.
地
震
の
怖
さ
に
関
す
る
感
情
4.
地
震
対
策
の
重
要
性
(
あ
て
は
ま
る
も
の
、
全
て
O
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
)
5.
地
震
被
害
の
低
減
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
6.
そ
の
他
(
09
. 
r防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)J
に
参
加
さ
れ
た
お
子
様
の
変
化
に
つ
い
て
お
答
え
て
く
だ
さ
い
。
質
問
欄
会
〈
忽
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
宮
え
な
い
と
て
も
そ
う
思
う
①
お
子
様
は
、
身
近
な
危
険
箇
所
と
地
域
の
危
険
性
に
気
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一一
一
-
4
一
一
一
-
5
 
付
い
て
い
る
よ
う
だ
と
思
い
ま
す
か
。
②
お
子
様
は
、
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
ァ
ィ
ー
教
室
)
J
 
を
通
し
て
、
今
後
自
身
の
安
全
を
心
が
け
る
と
思
い
ま
1
一
一
-
2
一
一
一
-
3
一一
一一
4
一
一
一ー
5
す
か
。
③
お
子
様
は
、
防
災
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
で
地
域
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
た
よ
う
だ
と
思
い
ま
す
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
一
5
7)>
。
④
 
「
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
ァ
ィ
ー
教
室
)J
後
、
家
庭
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
子
様
の
姿
を
見
る
こ
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一一
一一
4
一一
一一
5
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
か
。
⑤
お
子
様
が
『
防
災
講
習
会
(
セ
}
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
J
 
I
 
で
勉
強
し
た
こ
と
で
、
親
子
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
一
一
-
5
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
⑥
お
子
様
よ
り
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
十 |
 
防
災
行
動
、
ご
家
庭
防
災
対
策
を
見
産
そ
う
と
思
い
ま
1
一
一
-
2
一
一
一
3
一一
一一
4
一
一
一
5
す
か
。
⑦
お
子
樺
の
安
全
確
保
の
た
め
、
地
震
へ
の
備
え
を
し
な
1
一
一
一
-
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
一一
一
-
5
け
れ
ば
い
け
な
い
気
持
ち
を
高
め
た
と
思
い
ま
す
か
。
01
0.
ご
家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
，
見
直
そ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1つ
だ
け
に
0)
防
災
対
策
実
施
し
て
こ
の
節
提
対
策
を
新
た
に
気
付
〈
や
見
直
そ
う
と
思
い
ま
す
か
い
ま
す
か
会
く
そ
う
思
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
宮
え
な
い
と
て
も
そ
う
思
う
①
近
く
の
学
校
や
公
闘
な
ど
避
難
す
る
場
所
の
決
定
。
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一一
一
-
4
一
一
一
一
5
②
家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
固
定
、
転
倒
防
止
。
;
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一ー
3
一一
一
4
一一
一
-
5
③
非
常
持
ち
出
し
品
、
食
料
や
飲
料
水
、
衣
は
い
・
い
い
え
2
一
一
一
一
3
4
一
一
一
一
5
類
、
毛
布
な
ど
の
準
備
。
④
耐
震
診
断
に
よ
る
自
分
の
家
の
危
険
度
の
は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
…
2
一
一
一
一
3
4
 
把
提
。
⑤
火
災
保
険
へ
の
加
入
。
は
い
・
い
い
え
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
5
 
⑤
地
震
保
険
へ
の
加
入
。
!
は
い
・
い
い
え
寸
i
 
1
一一
一
-
2
3
一一
一一
.
4
一一
一
-
5
⑦
そ
の
他
(
i
 は
い
・
い
い
え
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
一
5
Q1
1
.
地
域
内
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
，
見
直
そ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0
)
防
災
対
策
i会
く
そ
う
と
て
も
!
思
わ
な
い
ど
ち
ら
と
も
冨
え
な
い
そ
う
思
う
①
地
域
内
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
②
地
域
内
の
防
災
に
関
す
る
取
組
み
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
③
近
所
の
人
に
防
災
に
つ
い
て
伝
え
た
り
、
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
し
、
ま
す
か
。
④
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
⑤
地
域
の
た
め
に
で
き
る
限
り
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
-
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
-
4
一
一
一
一
5
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一一
一
-
4
一
一
一
一
5
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
-
4
一
一
…
-
5
 
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一一
一一
一
4
一
一
一
一
5
01
2.
普
段
の
生
活
で
、
家
庭
内
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
①
~
⑤
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
①
お
子
様
と
一
緒
に
家
事
や
料
理
や
買
い
物
を
し
た
l
 よ
く
あ
る
2.
時
々
に
あ
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4.
全
く
し
な
い
り
、
手
伝
い
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
②
お
子
様
と
一
緒
に
地
域
の
活
動
(
祭
、
イ
ベ
ン
ト
i
 
ょ
く
す
る
2.
時
々
に
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4.
全
く
し
な
い
等
)
に
参
加
し
た
り
さ
れ
ま
す
か
。
③
お
子
様
は
、
学
校
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
l
 ょ
く
す
る
2
 時
々
に
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4
 
全
く
し
な
い
情
報
を
ご
再
親
に
伝
え
ま
す
か
。
01
3.
日
頃
、
地
域
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
、
防
災
に
対
す
る
ご
関
心
に
つ
い
て
①
~
⑤
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
①
近
所
の
方
々
と
日
常
的
に
l
 ょ
く
す
る
挨
拶
を
さ
れ
ま
す
か
。
2
 時々
lこ
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
②
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
等
に
参
加
さ
れ
ま
す
か
。
l
 ょ
く
す
る
2.
時々
lこ
す
る
3.
あ
ま
り
し
な
い
4
 全
く
し
な
い
③
地
域
に
関
係
す
る
活
動
や
情
報
に
!
 
と
て
も
あ
る
2
 少
し
あ
る
3
 
あ
ま
り
な
い
4
 全
く
な
い
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。
@
常
に
地
域
の
一
員
と
し
て
の
意
識
が
あ
り
ま
す
か
。
!
 
と
て
も
あ
る
2.
少
し
あ
る
3.
あ
ま
り
な
い
4.
全
く
な
い
h
 
⑤
地
域
の
特
徴
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
。
よ
く
知
っ
て
い
る
2.
知
っ
て
い
る
3.
あ
ま
り
知
ら
な
い
4.
全
く
知
ら
な
い
Q1
4.
日
頃
の
防
災
に
対
す
る
ご
関
心
等
に
つ
い
て
①
~
⑥
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
だ
け
に
0
)
と
て
も
あ
る
ど
ち
ら
と
も
冨
え
な
い
全
く
な
い
①
大
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
I
 1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
②
地
震
な
ど
の
災
害
や
防
災
に
対
す
る
関
心
が
あ
り
ま
す
か
!
 ト
ー
-
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
③
防
災
関
連
の
TV
報
道
、
新
聞
報
道
な
ど
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
1
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
@
防
災
訓
練
や
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
で
あ
り
ま
す
か
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
4
一
一
一
5
⑤
消
防
問
、
町
会
等
地
域
関
係
団
体
へ
加
入
し
た
い
で
す
か
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
-
4
一
一
一
5
⑥
機
会
が
あ
れ
ば
、
災
害
に
備
え
て
、
災
害
時
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
で
す
か
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
④
職
業
:
1
.
会
社
員
2.
公
務
員
3.
団
体
職
員
4.
農
業
5.
漁
業
6. 
自
営
7.
専
業
主
婦
8.
無
職
9.
そ
の
他
(
@
住
宅
構
造
:
1
.
木
造
住
宅
2.
防
火
木
造
3.
鉄
骨
造
4. 
R
C
造
5.
ブ
ロ
ッ
ク
造
6.
そ
の
他
(
)
 
⑤・
1
住
宅
所
有
:
1
.
自
己
所
有
2.
賃
貸
3.
そ
の
他
(
@
3
住
宅
の
建
築
時
期
:
1. 
19
71
年
以
前
2.
 
19
72
・1
98
0
年
3. 
19
81
年
以
降
4.
不
明
⑥
家
族
構
成
:
1
.
夫
婦
と
子
供
2.
親
と
夫
婦
3.
親
と
夫
婦
と
子
供
(3
世
代
同
居
)
4. 
4
世
代
間
居
以
上
5.
そ
の
他
(
)
 
⑥・
1
何
人
の
子
供
を
お
持
ち
で
す
か
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
付
け
て
、
人
数
を
記
入
)
1.
乳
幼
児
(
小
学
生
未
満
)
名
2.
小
学
生
名
3.
中
学
生
名
4.
高
校
生
以
上
の
学
生
名
⑥
4
ご
家
族
の
中
に
、
次
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
付
け
て
、
人
数
を
記
入
)
1
.
身
体
の
不
自
由
な
方
名
2. 
65
歳
以
上
の
高
齢
者
名
3.
被
災
経
験
者
名
4. 
1-
3
の
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い
③
今
回
の
防
災
講
習
会
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
)
に
一
緒
に
参
加
し
た
方
は
ど
な
た
で
す
か
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
O
を
付
け
て
、
人
数
を
記
入
)
1
.
参
加
し
て
い
な
い
2.
子
供
名
3.
子
供
以
外
の
家
族
一
一
一
一
一
ー
名
4.
友
人
一
一
一
一
一
一
名
5.
そ
の
他
(
)
一
一
一
一
一
名
⑨
今
ま
で
に
自
然
災
害
な
ど
で
、
ご
家
族
(
自
身
を
含
む
)
・
自
宅
が
被
害
に
あ
わ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。
1.
は
い
2.
い
い
え
⑩
現
在
加
入
し
て
い
る
団
体
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
0
)
1
.
加
入
し
て
い
な
い
2.
町
会
・
自
治
会
3. 
P
T
A
 
4.
消
防
団
5.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5.
そ
の
他
(
一
自
由
記
述
横
一
防
災
訓
練
や
防
災
活
動
に
関
連
し
て
ご
意
克
や
ご
感
想
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
転
車
二
事
大
変
お
疲
れ
棟
で
し
た
。
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紅
紅
寧
6
月
30
日
(
水
)
ま
で
に
、
担
任
の
先
生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
付録 VI 
寝器部部高話語常識詩話謀関耳臨諸鞠路部真誌記 同阿部出話拐罪認話器時時詩碍話器時話再話時時諸諸諸諸諸m諸持部
調査o r地域防災活動への参加とその波及状況j調査アンケート用紙
平
成
24
年
3
月
吉
日
『
地
域
防
災
活
動
へ
の
参
加
と
そ
の
波
及
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
…
ト
調
査
』
田
本
調
査
の
目
的
に
つ
い
て
御
協
力
の
お
願
い
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
リ
ス
ク
工
学
専
攻
都
市
防
災
研
究
室
こ
の
度
，
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
近
い
将
来
，
首
都
直
下
地
震
の
発
生
の
切
迫
性
と
甚
大
な
被
害
が
危
倶
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
，
個
人
の
防
災
対
策
の
み
な
ら
ず
，
平
素
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
の
力
を
地
域
の
防
災
対
策
に
活
か
し
，
地
域
の
防
災
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
，
災
害
に
よ
る
被
害
軽
減
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
住
地
区
で
は
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
，
か
ね
て
か
ら
様
々
な
防
災
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
，
20
09
年
4
月
か
ら
20
10
年
3
月
ま
で
「
地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
j
と
し
て
千
寿
双
葉
小
学
校
に
お
い
て
様
々
な
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
防
災
訓
練
・
防
災
教
育
へ
の
参
加
が
，
千
住
地
区
全
体
の
防
災
対
応
力
向
上
に
ど
の
よ
う
に
効
果
が
あ
る
の
か
，
そ
の
波
及
効
果
を
把
握
す
る
た
め
に
，
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
し
、
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
結
果
は
，
行
政
部
局
等
を
通
じ
て
今
後
の
千
住
地
区
の
皆
様
の
地
域
防
災
力
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
に
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
主
主
お
，
本
調
査
で
種
主
主
土
2
J
主
L
銃
註
飽
主
処
理
二
金
賞
l三
金
み
使
用
さ
せ
て
νた
だ
き
ま
す
の
で
，
三
国
査
_
f
_
I皇
位
左
量
獲
企
飼
主
賢
建
主
竪
産
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
一
位
主
立
企
s
ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
，
以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
、
た
だ
き
，
本
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
，
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
睡
記
入
上
の
留
意
事
項
※
ご
回
答
に
あ
た
っ
て
は
世
帯
主
(
ま
た
は
代
理
の
方
)
に
ご
回
答
を
お
願
し
、
致
し
ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
票
で
は
，
質
問
ご
と
に
記
載
さ
れ
る
方
法
で
ご
記
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
・番
号(
1.
，
2.
，
 3.
，
一
.
.
一
)
の
う
ち
，
当
て
は
ま
る
も
の
土
~I
三Q
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
0
・番
号(
1.
，
2.
，
 3.
，・ー
・・
・)
のう
ち，
当
て
は
ま
る
も
の
金
主
l三
Q
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
イ
そ
の
他
J
に
O
を
付
け
た
場
合
，
お
手
数
で
す
が
(
)
内
に
具
体
的
な
内
容
の
ご
記
入
を
お
原
品
、
致
し
ま
す
。
[
回
答
例
}
全く
と
て
も
そ
う
!
巴
わ
な
い
そう
!~
.つ
住
ん
で
い
る
地
区
に
誇
り
や
愛
着
が
あ
る
・
.
.
.
・
H
・...・
H
・
-
ト
-
2
-
-
3一
一
①
-
-
5
蝿
ご
返
送
に
つ
い
て
回
答
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
粟
は
、
同
封
の
封
筒
に
て
20
12
年
3
月
31
日
(
土
)
ま
で
に
、
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
切
手
の
貼
り
付
け
は
不
要
で
す
。
。
お
問
い
合
わ
せ
・
千
30
5-
87
90
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
1-
1-
1
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
都
市
防
災
研
究
室
調
査
担
当
:
I凍
雅
妓
(
チ
ェ
ン
ヤ
ウ
ン
)
電
話
/F
ax
:
02
9-
85
3幽
53
90
E-
ma
il
 :
 r0
93
01
53
@r
is
k.
ts
uk
ub
a.
ac
.jp
 
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
1
.
町
内
会
・
自
治
会
2.
地
域
の
サ
ー
ク
ノ
レ
や
ク
ラ
ブ
3. 
PT
A 
.
子
ど
も
会
7.
そ
の
他
地
縁
団
体
(
老
人
会
、
婦
人
会
、
青
年
団
等
)
8.
加
入
し
て
い
な
い
4.
自
主
防
災
(
部
)
組
織
5.
消
防
団
6.
NP
O
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
あ
な
た
が
加
入
さ
れ
て
い
る
団
体
は
、
次
の
ど
れ
で
す
か
?
(2)
 
あ
な
た
は
、
在
宅
さ
れ
る
時
間
も
含
め
て
普
段
千
住
地
区
で
過
ご
し
て
い
る
曜
日
と
時
間
帯
は
、
次
の
ど
れ
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
5.
不
定
期
・
決
ま
っ
て
い
な
い
6.
そ
の
他
、
、
，
，
，
??
あ
な
た
は
、
千
住
地
区
内
で
の
活
動
に
関
す
る
情
報
の
入
手
や
、
こ
の
情
報
を
他
人
に
話
す
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
と
て
も
<
T!'i
目
>
そ
う
収
、
わ
な
い
そ
う
!
巴
う
①
 
地
区
の
活
動
に
関
す
る
情
報
に
関
心
が
あ
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
υ1
一一
一
-
2一
一一
一
3一
一一
一
4一
一
一
5
②
 
地
区
の
活
動
に
関
す
る
情
報
は
入
手
し
や
す
い
…
・
…
…
…
…
…
…
ー
ト
一
一
-
2一
一一
一
3一
一
-
4
-一
一
一
5
③
 
地
区
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
入
手
し
た
い
…
…
…
"
1
一
一
一
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
一
5
④
 
地
区
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
家
族
に
話
し
た
い
一
…
..
..
1
一
一
一
2一
一一
一
3-
-
4
-
一
一
一
5
⑤
 
地
区
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
地
区
の
人
に
話
し
た
い
…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
一
5
(3
) 
3.
平
日
の
み
4.
主
に
土
・
日
曜
日
1
.
平
日
一
日
中
と
土
・
日
曜
日
2.
平
日
夜
間
と
土
・
日
曜
日
あ
な
た
が
千
住
地
区
内
で
家
族
構
成
を
知
っ
て
い
る
家
庭
は
、
何
世
帯
く
ら
い
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
1. 
20
世
帯
以
上
3.
10
""
'1
4
世
帯
5.
4
世
帯
以
下
2.
15
""
'1
9
世
帯
4.
5"
"'
9
世
帯
6.
隣
の
人
が
誰
か
も
知
ら
な
い
(2
) 
あ
な
た
は
、
下
記
の
地
区
防
災
訓
練
に
対
す
る
関
心
が
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
全く
と
て
も
<
項
目
>
関
心
が
な
し
、
関
心
が
あ
る
①
 
足
立
区
総
合
防
災
訓
練
・
…
…
.
.
.
・
H
・-
…
H
・H
・H
・H
・..
…..
.・
H
・-…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
②
 
足
立
区
避
難
所
運
営
訓
練
.
.
.
・
H
・..
...
.・
H
・...
..・
H
・H
・H
・...
..・
H
・-…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
-
4一
一
一
5
③
 
千
寿
双
葉
小
学
校
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
・
防
災
教
育
一
…
…
・
ト
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
-
5
④
 
町
内
で
の
防
災
訓
練
…
.
.
.
.
.
・
H
・-
一…
…
H
・H
・
-
一
…
…
…
一
…
.
1一
一
2一
一
3
-
-
4一
一
一
5
??
? 、
あ
な
た
は
、
千
住
地
区
に
住
ん
で
い
る
下
記
①
か
ら
④
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
日
常
生
活
の
問
題
や
心
配
ご
と
へ
の
相
談
に
つ
い
て
ど
の
程
度
頼
り
に
し
て
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
I
つ
に
0
)
~く
あ
ま
り
あ
る
筏
皮
大
い
に
中(i
り
lこ
新
り
lこ
頼
り
iこ
似
り
に
し
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
し
て
い
る
間
居
し
て
い
る
家
族
.
.
.
.
.
・
H
・-
….
..
..
・
H
・..
...
.・
H
・…
一…
・・
・
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
近
所
の
人
(
向
う
三
軒
高
隣
)
…
.
.
.
・
H
・...
..・
H
・..
...
.・
H
・-
……
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
-
4
千
住
地
区
内
の
友
人
・
知
人
…
…
H
・H
・...
.・
H
・-
・…
・・
……
・・
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
町
会
や
自
治
会
の
役
員
…
…
.
.
.
.
.
・
H
・...・
H
・...
.・
H
・..
...
.・
H
・.
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
(3
) 
?
?
?
?
?
あ
な
た
は
、
下
記
の
地
区
訪
災
訓
練
に
つ
い
て
開
い
た
り
、
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
1111
し、
た
1111
し、
たが
、
I1
Il
し、
た
何
度
も
1111
し
、
た
参
加
し
た
こ
と
党
え
て
こ
と
が
、
参
加
し
た
こ
と
<
項
目
>
が
な
し
、
い
な
し
、
が
あ
る
こ
と
は
な
し
、
が
あ
る
①
足
立
区
総
合
防
災
訓
練
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
.
.
.
.
.
・
H
・-
….
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
一
一
一
5
②
足
立
区
避
難
所
運
営
訓
練
…ー
…
.
.
.
.
.
・
H
・-…
H
・H
・-
…一
・
1
一一
一
-
2
-
-
3
-
-
4
一
一
一
5
③
子
寿
双
葉
小
学
校
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
・
防
災
教
育
…
1
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
4
-
-
5
④
町
内
で
の
防
災
訓
練
…
…
…
'
"
・
H
・...
.・
H
・...・
H
・-
……
i
一
一
一
2
一
一
一
3
-
-
4
-
5
両
手
画
面
(2
) 
上
記
の
設
問
(2)
で
い
ず
れ
か
の
地
区
防
災
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
方
(5
Iこ
O
を
付
け
た
方
)
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
あ
な
た
は
、
地
区
防
災
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
ど
の
程
度
で
変
わ
り
ま
し
た
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
ほ
と
ん
ど
大
い
に
く
項
目
>
二
ヒ
が
な
い
二
lこ
が
あ
る
①
 
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
…
.
.
.
・
H
・.
.…
・・
・・
….
..
..
・
H
・
-
…
…
…
1一
一
一
ι
一
一
一
3一
一
一
一
4一
一
一
5
②
 
防
災
に
対
す
る
関
心
の
向
上
…
…
.
.
.
・
H
・-
….
..
.・
H
・.
.…
・…
・…
・・
1一
一
一
2一
一
一
一
3一
一
-
4一
一
-
5
③
 
地
区
内
の
防
災
活
動
に
積
極
的
な
参
加
…
…
・
…
…
.
.
.
・
H
・.
.…
…一
1ー
…
一
一
2一
一
一
一
3一
一
-
4
ー
…
-
5
④
 
家
庭
内
の
防
災
対
策
の
改
善
…
ー
…
…
H
・H
・..
...
.・
H
・-
…・
・…
..
1
一
一
一
2一
一
3
-
-
4一
一
一
5
⑤
 
家
族
と
の
防
災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
活
発
化
・
…
・
・
・
…
.
.
.
.
…
…
.1
一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
一
4一
一
一
5
ψ
 
あ
な
た
は
、
居
住
し
て
い
る
千
住
地
区
に
対
す
る
下
記
項
目
(
①
~
⑩
)
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
全く
と
て
も
く
項
目
>
そ
う
思
わ
な
い
そ
う
思
う
①
 
地
区
内
で
行
わ
れ
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
…
1一
一
-
2一
一
一
3一
一
-
4
一
一
一
5
②
 
住
ん
で
い
る
地
区
に
諮
り
や
愛
着
が
あ
る
…
…
…
・
・
…
.
.
.
.
.
.
.
.
.
1
-
-
2一
一
一
3一
一
-
4
一
一
5
③
 
住
ん
で
い
る
地
区
は
住
み
や
す
い
場
所
で
あ
る
一
…
…
H
・H
・..
…・・
1-
一
一
2一
一
一
3
-
-
4
-
-
5
④
 
今
後
も
今
住
ん
で
い
る
地
区
に
住
み
続
け
た
い
.
.
.
・
H
・-
一・
……
・…
1一
一
一
2一
一一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑤
 
千
住
地
毘
の
た
め
に
自
分
は
で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
一
…
…
'
.
1
-一
一
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
-
5
全く
と
て
も
く
項
目
>
そ
う
思
わ
な
い
そ
う
思
う
⑥
 
地
区
内
で
の
住
民
活
動
は
活
発
的
に
行
わ
れ
て
い
る
・
.
.
.
・
H
・-
……
1一
一
一
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
…
5
⑦
 
地
区
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
.
.
.
.
・
H
・...
.・
H
・..
...
.・
H
・..
..
1一
一
一
2一
一
-
3一
一
-
4一
一一
一
5
⑧
 
地
区
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
…
.
.
.
.
・
H
・...・
H
・・…
・・
1一
一一
一
2一
一
-
3一
一
-
4一
一
一
5
⑨
 
地
区
の
人々
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
多
い
.
.
.
.
・
H
・-
……
..
..
.・
H
・'"
1
-
-
2一
一
-
3一
一
-
4一
一
一
5
⑩
 
地
区
の
人々
と
積
極
的
に
交
流
し
た
い
.
.
.
.
.
・
H
・...
.・
H
・."・
H
・-
…
1
-
-
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
一
5
(4
) 
「
千
寿
双
葉
小
学
校
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
J
の
う
ち
、
あ
な
た
が
参
加
さ
れ
た
駒
災
訓
練
は
次
の
ど
れ
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
3.
20
09
年
12
月
の
第
五
町
会
総
合
防
災
訓
練
5.
そ
の
他
の
防
災
訓
練
4.
20
10
年
1
月
の
防
災
学
習
発
表
会
6.
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
1. 
20
09
年
6
月
の
親
子
防
災
教
室
I
2.
20
09
年
11
月
の
親
子
防
災
教
室
II
(4
) 
あ
な
た
が
、
こ
の
3
年
間
に
下
記
①
か
ら
⑤
の
そ
れ
ぞ
れ
の
千
住
地
区
内
の
活
動
(
自
治
会
や
町
内
会
、
PT
A、
婦
人
会
、
老
人
会
に
よ
る
活
動
)
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
全
く
あ
ま
り
た
ま
に
よく
参
加
し
て
参
加
し
て
参
加
し
て
参
加
し
て
い
な
い
い
な
い
い
る
い
る
地
震
、
風
水
害
等
に
備
え
る
自
主
防
災
活
動
H
・H
・...
..・
H
・..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
地
区
の
安
全
を
見
守
る
防
犯
・
パ
ー
ト
ロ
ー
ル
活
動
…
…
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
子
ど
も
金
、
PT
A
な
ど
子
供
に
か
か
る
活
動
.
.
.
・
H
・...
.・
H
・..
1
一
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
-
4
地
区
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
の
活
動
…
…
…
H
・H
・..
...
.・
H
・..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
-
4
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
(
お
祭
り
等
)
の
運
営
・
協
力
・
.
.
.
・
H
・..
..
1
一
一
一
一
一
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
?
?
?
?
?
?
、 ??，
，
，
、
、
(1
-1
)
あ
な
た
は
、
「
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
J
と
日
常
会
話
の
中
で
下
記
①
か
ら
⑤
の
防
災
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
話
題
に
す
る
こ
と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
全
く
あ
ま
り
た
ま
に
よ
く
話
題
に
部
組
に
H，f i
Ml
1に
話
題
に
<
項
目
>
し
な
し
、
し
な
し
、
す
る
す
る
①
 
大
地
震
発
生
時
の
千
住
地
区
の
被
害
-
…
・
…
…
・
・
…
H
・H
・..
...
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
一
4
②
地
震
の
事
前
対
策
と
準
備
一
…
…
H
・H
・-
…一
・…
..
..
..
・
H
・..
…
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
③
 
千
住
地
区
内
の
防
災
訓
練
の
開
催
情
報
・
参
加
.
.
.
・
H
・..
..…
・
1
一
一
一
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
一
4
④
地
震
発
生
時
の
家
族
の
対
応
行
動
'
"
・
H
・-…
H
・H
・...
..・
H
・..
..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
⑤
 
千
住
地
毘
内
の
住
民
と
の
助
け
合
い
・
…
.
.
.
.
.
.
・
H
・-
一…
…・
・・
・
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
一
一
一
一
4
(1
-2
)
あ
な
た
は
、
「
同
居
し
て
い
る
ご
家
族
j
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
ど
の
程
度
で
変
わ
り
ま
し
た
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
ほ
と
ん
ど
大
い
に
|
変
わ
っ
た
変
わ
っ
た
く
項
目
>
こ
と
が
如
、
こ
と
が
あ
る
①
 
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
…
…
.
.
.
.
・
H
・...
.・
H
・..
...
.・
H
・...
.・
H
・..
ト
一
一
2一
一
一
3一
一一
一
4一
一
一
5
②
 
防
災
に
対
す
る
関
心
の
向
上
…
.
.
.
・
H
・...
..・
H
・...
.・
H
・-
….
..
・
H
・
-
ト
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
③
 
地
域
防
災
活
動
に
積
極
的
な
参
加
・
…
…
…
・
・
…
・
…
一
・
・
…
・
・
…
1一
一
-
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
④
 
家
庭
内
の
防
災
対
策
の
改
善
.
.
.
.
.
・
H
・-
…'
"・
H
・...・
H
・...
.・
H
・
-
…
・
ト
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑤
 
家
族
と
の
防
災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
活
発
化
…
・
…
一
…
・
-
一
…
1一
一
一
2一
一
-
3一
一
一
牛
ー
-
5
(2
-1
)
あ
な
た
は
、
「
ご
近
所
の
方
(
向
う
三
軒
関
隣
程
度
)
J
と
日
常
会
話
の
中
で
下
記
①
か
ら
⑤
の
防
災
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
話
題
に
す
る
こ
と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
ィ(:
く
あ
ま
り
た
ま
に
よ
く
日，í;
~1
こ
問
題
に
話
~
に
;ì，
í;
~に
<
項
目
>
し
な
し
、
し
な
し
、
す
る
す
る
①
 
大
地
震
発
生
時
の
千
住
地
鼠
の
被
害
-
…
・
…
…
.
.
.
.
.
・
H
・-
……
1
一
一
一
一
2
一
一
一
-
3
一
一
一
一
一
4
②
 
地
震
の
事
前
対
策
と
準
備
…
.
.
…
…
…
…
・
…
.
.
.
.
.
・
H
・-
……
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一一
一…
-
4
③
 
千
住
地
区
内
の
防
災
訓
練
の
開
催
情
報
・
参
加
…
.
.
.
・
H
・-…
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
4
④
 
地
震
発
生
時
の
家
族
の
対
応
行
動
…
…
…
…
.
.
.
・
H
・
-
…
…
I
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
⑤
 
子
住
地
区
内
の
住
民
と
の
助
け
合
い
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
・
1
一
一
一
一
-
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
-
4
 
(2
-2
)
あ
な
た
は
、
「
ご
近
所
の
方
(
向
う
三
軒
両
隣
程
度
)
J
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
ど
の
程
度
で
変
わ
り
ま
し
た
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
た
大
い
に
変
わ
っ
た
<
工
夏
目
>
こ
と
が
な
い
こ
と
が
あ
る
①
 
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
・
…
…
一
・
・
…
…
…
…
一
…
・
…
…
.
.
1
-
-
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
②
 
肪
災
に
対
す
る
関
心
の
向
上
.
.
.
.
・
H
・H
・H
・-
….
..
・
H
・..
..…
...
・
H
・.
1一
一
一
2一
一
一
一
3一
一
一
一
4一
一
一
5
③
 
地
域
防
災
活
動
に
積
撞
的
な
参
加
・
…
・
…
.
.
.
.
・
H
・-
…-
……
..
.・
H
・..
ト
一
一
2一
一一
一
3一
一
一
4一
一一
一
5
④
 
家
庭
内
の
防
災
対
策
の
改
善
…
一
…
…
一
…
一
一
…
…
一
…
一
…
一
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑤
 
家
族
と
の
防
災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
活
発
化
…
.
.
.
・
e
・-
…一
….
1一
一
一
2
-一
一
3一
一
-
4一
一
一
5
(2
-3
)
あ
な
た
が
「
日
常
的
に
親
し
く
お
話
を
さ
れ
る
ご
近
所
の
方
(
向
う
三
軒
両
隣
程
度
)J
の
中
で
、
千
寿
双
葉
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
供
が
い
る
家
庭
は
、
何
世
帯
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
1
.
い
な
い
2. 
1
世
帯
3. 
2
世
帯
4. 
3
世
帯
5.
4
世
帯
6. 
5
世
帯
以
上
-
3
-
(3
-1
)
あ
な
た
は
、
「
千
住
地
区
内
の
知
人
・
友
人
J
と
日
常
会
話
の
中
で
下
記
①
か
ら
⑤
の
防
災
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
話
題
に
す
る
こ
と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
全
く
あ
ま
り
た
ま
に
よ
く
話
題
に
話
題
に
話
題
lこ
話
題
に
<
項
目
>
し
な
し
、
し
な
し
、
す
る
す
る
①
 
大
地
震
発
生
時
の
千
住
地
区
の
被
害
…
H
・H
・...
...・
H
・'
"…
・・
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
②
地
震
の
事
前
対
策
と
準
備
…
.
.
.
.
.
.
・
H
・-
…-
…-
…
H
・H
・-…
1
一
一
一
2
一
一
一
ー
3
一
一
一
一
4
③
 
千
住
地
区
内
の
防
災
訓
練
の
開
催
情
報
・
参
加
…
…
…
ー
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
④
 
地
震
発
生
時
の
家
族
の
対
応
行
動
…
H
・H
・..
...
.・
H
・..
...
.・
H
・
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
⑤
 
千
住
地
区
内
の
住
民
と
の
助
け
合
い
・
…
H
・H
・..
.….
...
.・
H
・..
1
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
一
4
(3
-2
)
あ
な
た
は
、
「
千
住
地
区
内
の
知
人
・
友
人
j
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
ど
の
程
度
で
変
わ
り
ま
し
た
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
ほ
と
ん
ど
大
い
に
変
わ
っ
た
変
わ
っ
た
<
項
目
>
こ
と
が
な
し
、
こ
と
が
あ
る
①
 
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
.
.
.
.
.
・
H
・...
.・
H
・...
..・
H
・...
..・
H
・..
..…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4
-一
一
5
②
 
防
災
に
対
す
る
関
心
の
向
上
.
.
.
.
・
H
・-
……
..
..
・
H
・...
.・
H
・.
..
.…
-…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
③
 
地
域
防
災
活
動
に
積
極
的
な
参
加
…
一
…
H
・H
・-
…・
…
H
・H
・..
...
...
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
4一
一
一
5
④
 
家
庭
内
の
防
災
対
策
の
改
善
.
.
.
.
・
H
・.
..
..
……
…・
….
..
.・
H
・
-
…
.
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑤
 
家
族
と
の
防
災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
活
発
化
…
…
…
.
.
.
・
H
・-…
1一
一一
一
2一
一一
一
3一
一
一
4一
一
-
5
(3
-3
)
あ
な
た
が
「
日
常
的
親
し
く
お
話
を
さ
れ
る
千
住
地
区
内
の
知
人
・
友
人
j
の
中
で
、
千
寿
双
葉
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
供
が
い
る
家
庭
は
、
何
世
帯
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
1
.
い
な
い
2. 
1
 "-
'3
世
帯
3.
4'
"'
-'
6
世
帯
4.
7"
-'
9
帯
5. 
10
"-
' 
14
世
帯
6. 
15
世
帯
以
上
(4
-1
)
あ
な
た
は
、
「
町
会
・
自
治
会
の
役
員
j
と
日
常
会
話
の
中
で
下
記
①
か
ら
⑤
の
防
災
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
こ
と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
会:
く
あ
ま
り
た
ま
に
よ
く
a百足
fiに
話
題
に
話
題
に
話
題
に
<
項
目
>
し
な
し
、
し
な
し
、
す
る
す
る
①
 
大
地
震
発
生
時
の
千
住
地
区
の
被
害
.
.
.
.
・
H
・-
…・
….
..
.・
H
・
-
ト
一
一
一
2
一
一
一
一
一
3
一
一
一
一
一
4
②
 
地
震
の
事
前
対
策
と
準
備
…
.
.
.
・
H
・...・
H
・...・
H
・...
.・
H
・-
……
1
一
一
一
2
-一
一
一
3
一
一
一
一
4
③
 
千
住
地
区
内
の
防
災
訓
練
の
開
催
情
報
・
参
加
・
・
…
.
.
.
.
・
H
・..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
④
 
地
震
発
生
時
の
家
族
の
対
応
行
動
.
.
.
・
H
・...・
H
・...
.・
H
・H
・H
・..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
3
-
一
一
4
⑤
 
千
住
地
区
内
の
住
民
と
の
助
け
合
い
…
・
・
…
.
.
.
.
.
.
.
・
H
・"
….
..
1
一
一
一
一
2
一
一
一
一
3
一
一
一
一
4
(4
-2
)
あ
な
た
は
、
f町
会
・
自
治
会
の
役
員
j
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
ど
の
程
度
で
変
わ
り
ま
し
た
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
ほ
と
ん
ど
大
い
に
変
わ
っ
た
変
わ
っ
た
<
項
目
>
こ
と
が
な
い
こ
と
が
あ
る
①
 
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
…
.
.
.
.
・
H
・.
.…
・…
……
..
..
.・
H
・…
..
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
-
4
-
-
5
②
 
防
災
に
対
す
る
関
心
の
向
上
…
・
…
一
…
・
…
.
.
.
.
.
.
.
.
.
・
H
・
.
.
…
…
…
1一
一
一
2一
一
一
3-
一
一
4一
一
5
③
 
地
区
内
の
防
災
活
動
に
積
極
的
な
参
加
…
ー
…
一
…
一
…
-
…
一
一
…
・
ト
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
④
 
家
庭
内
の
防
災
対
策
の
改
善
…
…
…
H
・H
・
-
…
…
一
…
…
.
.
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑤
 
家
族
と
の
防
災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
活
発
化
…
・
…
…
.
.
.
・
H
・..
..
1-
一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一一
一
5
(4
-3
)
あ
な
た
が
f日
常
的
親
し
く
お
話
を
さ
れ
る
町
会
・
自
治
会
の
役
員
J
の
中
で
、
千
寿
双
葉
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
供
が
い
る
家
庭
は
、
何
世
帯
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
l
い
な
い
2. 
1
世
帯
3. 
2
世
帯
4.
3 
t辻
井
j:
5.
4
世
帯
6. 
5
世
帯
以
上
(5
) 
千
住
地
震
内
の
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
の
入
手
や
、
こ
の
情
報
を
他
人
に
話
す
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
と
て
も
く
工
頁
自
>
そ
う
問
、
わ
な
い
そ
う
思
う
①
地
区
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
に
関
心
が
あ
る
.
.
.
.
・
H
・
.
.
…
…
…
…
…
"
1
一
一
-
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
②
地
区
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
は
入
手
し
や
す
い
・
…
…
…
…
…
…
…
・
1一
一
一
2一
一
-
3一
一
一
4一
一
一
5
③
地
区
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
入
手
し
た
い
・
…
一
…
・
…
・
・
1一
一
一
2一
一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
④
地
区
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
家
族
に
話
し
た
い
・
…
…
.1
一
一
一
2一
一
-
3…
…
-
4一
一
一
5
⑤
地
区
防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
地
域
の
人
に
話
し
た
い
…
ト
一
一
2一
一
一
一
3…
一
-
4一
一
一
5
(1)
 
あ
な
た
が
居
住
し
て
い
る
千
住
地
区
で
、
下
記
項
目
(
①
~
⑤
)
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
安
心
だ
ど
ち
ら
と
も
不
安
に
く
項
目
>
と
思
う
2
え
な
い
思
う
①
 
震
度
6
弱
以
上
の
地
震
の
発
生
(
東
日
本
大
震
災
時
の
足
立
区
の
震
度
は
5強
)…
1一
一
2一
一
3
-
4一
一
5
-
6
-
7
②
 
地
震
で
火
災
の
発
生
・
…
…
・
・
…
…
・
…
.
.
.
・
H
・-…
...
.・
H
・-
….
..
.・
H
・'
1
-
2一
一
3
-
4
-
5
-
6…
-
7
③
 
地
震
で
建
物
の
峨
損
・
倒
壊
…
・
…
…
…
H
・H
・H
・H
・..
...
.・
H
・
-
…
.
1-
一
一
2一
一
.
3
-
4一
一
5
-
6一
一一
7
④
 
地
震
で
人
的
被
害
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
1-
2一
一
3一
一
4
-
5一
一
6
-
7
⑤
 
地
震
で
生
活
困
難
に
な
る
ほ
ど
の
物
的
被
害
・
…
…
一
…
・
・
…
…
…
'
1
-
2一
一
3
-
4
-
5一
一
6一
一
7
(2
) 
あ
な
た
は
、
居
住
し
て
い
る
千
住
地
区
で
の
防
災
活
動
に
つ
い
て
、
下
記
項
目
(
①
~
⑦
)
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
と
て
も
<
項
目
>
そ
う
ふ
な
い
そ
う
思
う
①
 
日
頃
か
ら
の
家
庭
内
で
の
防
災
対
策
は
災
害
時
に
役
立
つ
…
-
…
一
1
-…
-
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
②
 
日
頃
か
ら
の
千
住
地
区
内
の
住
民
の
交
流
は
災
害
時
に
役
立
つ
…
1一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
③
 
地
区
内
の
訪
災
訓
練
へ
の
参
加
は
災
害
時
に
役
立
つ
.
.
.
.
・
H
・H
・H
・.
1一
一
一
2一
一
一
3-
-
-
4
一
一
一
5
④
 
家
庭
内
で
の
防
災
対
策
は
自
ら
実
行
で
き
る
自
信
が
あ
る
…
…
・
・
1-
一
一
一
2一
一
一
3一
一
-
4一
一
一
5
⑤
 
地
区
内
で
の
防
災
対
策
は
自
ら
実
行
で
き
る
自
信
が
あ
る
ー
…
…
1…
一
一
2一
一
一
3
-
-
4一
一
一
5
⑥
 
地
区
内
で
は
災
害
時
に
住
民
が
信
頼
し
助
け
合
う
意
識
が
強
い
…
1一
一
一
一
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
5
⑦
 
災
害
時
に
、
千
住
地
区
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
…
…
H
・H
・-
一…
・
1
-
-
2一
一
一
3一
一
一
4一
一
一
一
5
(3
) 
あ
な
た
の
行
っ
て
い
る
妨
災
対
策
に
つ
い
て
お
専
ね
し
ま
す
。
①
 
ご
家
庭
で
行
っ
て
い
る
妨
災
対
策
は
次
の
ど
れ
で
す
か
?
1
.
飲
料
水
や
食
料
を
用
意
し
て
い
る
2.
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
い
る
3.
家
具
を
i理
定
し
転
倒
を
防
止
し
て
い
る
4.
消
火
器
を
用
意
し
て
い
る
5.
住
宅
用
火
災
普
報
器
を
付
け
て
い
る
6.
自
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
る
7.
自
宅
の
耐
震
補
強
を
行
っ
て
い
る
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
8.
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
入
手
し
て
い
る
9.
地
域
で
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
い
る
10
.
火
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
11
.
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
る
12
.
家
族
と
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
13
.
そ
の
他
14
.
特
に
対
策
は
じ
て
い
な
い
②
 
あ
な
た
が
行
っ
て
い
る
千
住
地
区
の
防
災
対
策
は
次
の
ど
れ
で
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
1
.
千
住
地
区
の
坊
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
4.
隣
近
所
と
防
災
情
報
を
話
し
合
っ
て
い
る
2.
千
住
地
誌
の
住
民
i坊
災
組
織
に
参
加
し
て
い
る
5.
そ
の
他
(
3.
隣
近
所
で
話
し
合
い
協
力
関
係
を
作
っ
て
い
る
6.
特
に
対
策
は
し
て
い
な
い
-
5
-
(4)
 
あ
な
た
は
、
ご
自
身
の
防
災
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
?
(
項
目
ご
と
に
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
<J
頁
図
>
①
 
家
庭
内
で
の
紡
災
対
策
を
充
実
し
た
②
 
地
区
内
で
の
紡
災
対
策
を
充
実
し
た
全く
と
、
も
そう
!ど
わ
な
い
そう
}~
.う
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(1)
 
あ
な
た
の
性
別
を
お
答
え
く
だ
さ
い
o
[1.
男
性
2
女倒
(2
) 
あ
な
た
の
年
齢
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1. 
19
歳
以
下
3. 
30
~3
9
歳
2. 
20
~2
9
歳
4. 
40
~4
9
殻
(3
) 
今
居
住
し
て
い
る
町
で
の
居
住
年
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1. 
1
年
未
満
3. 
5~
10
年
未
満
2. 
1~
5
年
未
満
4. 
1O
~2
0
年
未
満
(4
) 
あ
な
た
の
職
業
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1
.
会
社
員
3.
自
営
2.
公
務
員
4.
専
業
主
婦
(5
) 
あ
な
た
と
閑
居
す
る
ご
家
族
の
構
成
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
1
.
単
身
世
幣
2.
夫
婦
の
み
3
親
と
子
4.
親
と
夫
婦
5. 
50
~5
9
歳
6. 
60
~6
4
歳
5. 
20
~3
0
年
未
満
6. 
30
~4
0
年
未
満
5.
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
6.
学
生
・
専
門
学
校
生
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
7. 
65
~7
4
歳
8. 
75
歳
以
上
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
7.
40
年
以
上
8.
わ
か
ら
な
い
(
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
7.
無
職
8.
そ
の
他
(
)
 
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0)
5.
親
と
子
と
孫
(3
世
代
間
居
)
6.
そ
の
他
(
(6
) 
あ
な
た
の
ご
家
族
の
人
数
(
あ
な
た
を
含
め
)
は
何
人
い
ま
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
|1
. 
1
人
2.
2
人
3.
3
人
4.
4
入
5.
5
人
6.
6
人
7.
7
人
以
上
|
 
(7
) 
あ
な
た
と
閉
居
の
ご
家
族
に
次
の
よ
う
な
方
は
い
ま
す
か
?
1
.
乳
幼
児
・
闘
児
3.
中
学
生
5.
妊
婦
2.
小
学
生
4.
高
校
生
6.
要
介
護
・
要
支
援
の
方
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
7.
高
齢
者
(6
5
歳
以
上
)
8.
該
当
者
は
い
な
い
(8)
 
ご
家
族
に
小
学
生
の
い
る
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
小
学
生
は
ど
ち
ら
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
か
?
(
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
0
)
1
.
千
寿
双
葉
小
学
校
2.
千
美
子
本
町
小
学
校
3.
守
二
美
子
桜
小
学
校
4.
そ
の
他
(
)
 
(9
) 
あ
な
た
の
住
宅
の
構
造
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
当
て
は
ま
る
も
の
l
つ
に
0
)
1
.
木
造
2.
防
火
木
造
3.
鉄
骨
造
4
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5.
そ
の
他
6.
わ
か
ら
な
い
(1
0)
 
あ
な
た
の
住
宅
の
所
有
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
当
て
は
ま
る
も
の
1
つ
に
0
)
1
1
持
家
(
戸
建
て
)
2
持
家
(
集
合
住
宅
)
3
借
家
(
戸
建
て
)
4
借
家
(
集
合
住
宅
)
5
そ
の
他
|
(1
1) 
防
災
都
練
や
防
災
教
曹
に
関
連
し
て
ご
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
0
・
0
・
以
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
終
了
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
0
・
0
・
